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ー

一
九
一
七
年
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
が
初
め
て
公
表
し
、
『
ド
イ
ツ
観
念
論
の
最
古
の
体
系
計
画
』

(
D
a
s
a
l
t
e
s
t
e 
S
y
s
t
e
mー

p
r
o
g
r
a
m
m
 d
e
s
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 I
d
e
a
l
i
s
m
u
s
)
と
々
兌
つ
け
た
ヘ
ー
ゲ
ル
自
筆
の
断
片
が
あ
る
。
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
自
身
は
綿
密
な
検
討
の

ヘ
ー
ゲ
ル
は
そ
れ
を
模
写
し
た
に
す
ぎ
ぬ
と
断
定
し
た
。
同
時
に
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
模
写
の
時
期
を
イ
ン
ク
の
色
、
字
体
の
変
化
の
研
究
か
ら
、
「
絶
対
的
な
時
間
的
規
定
は
、

末
、
こ
の
断
片
を
シ
ェ
リ
ン
グ
の
作
品
と
し
、

ー

『
体
系
計
画
』
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
議
論

三
、
『
最
古
の
体
系
計
画
』
に
つ
い
て

一
、
カ
ン
ト
と
の
関
係

B
、
カ
ン
ト
哲
学
へ
の
傾
倒
と
批
判

高

橋

若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
媒
介
の
思
想
⑤

一
七
九
六
年
四
月
二
十
九
日

昭
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1
、
シ
ェ
リ
ン
グ
説

そ
の
主
な
る
も
の
を
要
約
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

立
を
主
張
し
た
い
。

の
断
片
を
筆
写
し
た
の
は
、

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
の
い
ま
―
つ
の
巾
広
い
時
期
だ
け
が

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
の
こ
の
限
定
さ
れ
た
日
付
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
こ

と
九
七
年
七
月
二
日
の
間
」
と
推
定
し
た
。
九
六
年
四
月
二
十
九
日
と
は
、

(
2
)
 

の
部
分
(
N
o
h
l
.

S
.
2
1
1
-
S
.
2
1
3
)
を
書
い
た
日
付
で
あ
り
、
九
七
年
七
月
二
日
と
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ナ
ネ
ッ
ト
・
エ
ン
デ
ル
宛
書
簡
の
日
付

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
は
こ
の
時
期
を
九
六
年
四
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
八
月
の
間
と
よ
り
狭
く
限
定
で
き
る
と
し
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
九
六
年
十
一
月
、
三
年
に
亘
る
ベ
ル
ン
で
の
家
庭
教
師
を
辞
し
、
九
七
年
一
月
十
日
頃
、
友
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
住
む
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
に
移
り
、
ゴ
ー
ゲ
ル
家
の
家
庭
教
師
に
就
任
し
て
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
献
じ
た
詩
『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
(
-
七
九
六
年
八
月
）
の
直
前
で
な
け
れ
ば
な
ら

(
3
)
 

ぬ
と
す
る
推
測
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
最
近
、
真
の
作
者
を
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
と
考
え
る

O・

ペ
ゲ
ラ
ー
は
内
容
上
ヘ
ル
ダ
ー
リ

『
体
系
計
画
』
が
成
立
し
う
る
と
主
張
し
て
、

ン
の
強
い
影
響
の
も
と
に
初
め
て

可
能
と
考
え
る
。
論
者
は
『
体
系
計
画
』
の
真
の
作
者
を
ヘ
ー
ゲ
ル
と
考
え
る
が
、
筆
写
の
時
期
そ
の
も
の
の
議
論
は
、
そ
れ
が
筆
蹟
鑑

定
に
基
づ
く
以
上
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
の
主
張
を
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
『
体
系
計
画
』
の
内
容
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、

0
.
 

ペ
ゲ
ラ
ー
の
主
張
に
同
意
し
て
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
の
よ
り
巾
広
い
時
期
、
即
ち
ヘ
ー
ゲ
ル
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ヘ
の
転
居
直
後
の
成

最
大
の
問
題
は
、
こ
の
断
片
の
真
の
作
者
が
誰
で
あ
る
か
で
あ
る
。
筆
蹟
そ
の
も
の
が
ヘ
ー
ゲ
ル
で
あ
る
か
ら
、
真
の
作
者
も
ま
た
ヘ

ー
ゲ
ル
と
考
え
る
立
場
は
極
め
て
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
真
の
作
者
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
の
説
(
-
九
一
七
）
に
従
っ
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
作
品
と
み
な
す
多
く
の
史
家
が
い
る
。

0
・
ブ
ラ
ウ
ン
(
-
九
一
九
）
、

で
あ
る
。
さ
ら
に
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が

『
キ
リ
ス
ト
教
の
既
定
性
』
の
基
本
稿
の
結
び
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3
、
共

作

説

の
友
人
ヘ
ー
ゲ
ル
、

に
は
種
々
の
困
難
が
あ
る
。

L
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
(
-
九
二
七
）
、

H
・
フ
ー
ル
マ
ン
(
-
九
五
四
）
、

H
・
ツ
ェ
ル
ト
ナ
ー
(
-
九
五
四
）
、
茅
野
良
男
(
-
九
五
七
）
、

H・
ブ
ラ

(10)

（

11) 

ウ
ン
(
-
九
七
三
）
、

x
．
テ
ィ
リ
エ
ッ
ト
(
-
九
七
三
）
等
が
代
表
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
論
者
は
『
体
系
計
画
』
の
作
者
を
シ
ェ

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
の
断
定
的
な
シ
ェ
リ
ン
グ
説
を
前
に
し
て
、
そ
れ
に
最
初
の
反
論
を
加
え
た
の
は
、

(12) 

E
・
カ
ッ
シ
ラ
ー
(
-
九
一
八
）

で
あ
る
。
カ
ッ
シ
ラ
ー
は
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
精
神
の
要
求
に
シ
ェ
リ
ン
グ
が
意
識
的
な
体
系
形
式
を
与
え
た
」
に
す
ぎ
ず
、
『
体
系
計
画
』

そ
の
も
の
は
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
展
開
過
程
に
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
困
難
」
を
残
す
と
主
張
す
る
。

W
・
ベ
ー
ム
(
-
九
二
六
）
は
こ
の
カ

(13) 

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
個
人
の
作
品
と
解
す
。
今
日
で
も
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
作
品
と
み
る
史
家
（
た
と
え
ば
、

ッ
シ
ラ
ー
説
を
更
に
拡
大
し
て
、

(14) 

F
・
シ
ュ
ト
ラ
ク
）
が
い
る
。
し
か
し
後
述
す
る
ご
と
く
、
『
体
系
計
画
』
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、
あ
る
い
は
シ
ェ
リ
ン
グ
一
人
に
帰
す
こ
と

ヘ
ー
ゲ
ル
説
を
主
張
す
る
ペ
ゲ
ラ
ー
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
ヘ
ー
ゲ
ル
ヘ
の
強
い
影
響
を
指
摘
し
、
カ
ッ
シ
ラ
ー

が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
精
神
と
シ
ェ
リ
ン
グ
の
論
理
と
の
共
作
を
主
張
す
る
例
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、

チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
学
生
時
代
以
来

さ
ら
に
輪
を
拡
げ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
移
っ
て
か
ら
特
に
親
交
の

あ
っ
た
ジ
ン
ク
レ
ー
ア
や
ツ
ヴ
ィ
リ
ン
グ
を
も
加
え
た
一
定
の
サ
ー
ク
ル
の
討
論
を
前
提
し
、
そ
れ
を
纏
め
た
も
の
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
筆
写

し
た
と
す
る
説
が
近
時
提
出
さ
れ
た
。

(15) 

こ
の
共
作
説
を
主
張
す
る

D
・
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
(
-
九
七
三
）
は
、
「
こ
の
体
系
計
画
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
体
系
的
試
み
の
系
列
に
は
組
み
入
れ

難
い
」
と
し
、
幾
分
ヘ
ー
ゲ
ル
作
に
同
意
し
つ
つ
も
、
「
精
神
の
盟
友
達
の
議
論
」
の
た
め
の
素
描
で
あ
り
、
そ
の
サ
ー
ク
ル
の
ア
ジ
ィ
テ

2 ヽ

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
説

リ
ン
グ
と
す
る
意
見
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
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一
番
自
然
で
あ
る
。

ダ
ー
リ
ン
、
ジ
ン
ク
レ
ー
ア
、

ろ
う
。

て
も
、

＜ ヽ

ツ
ヴ
ィ
リ
ン
グ
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
作
品
で
あ
る
と
す
る
の
が

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
が
い
う
よ
う
に
、
も
し
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
的

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
書
い
た
と
考
え
る
。
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
同
窓
、
ま
た
は
後
輩
で
あ
っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
、

シ
ェ
リ
ン
グ
が
「
神
の
国
」
を
合
言
葉
と
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
正
統
派
神
学
を
非
難
し
た
こ
と
は
既
述
の
ご
と
く

(16)

（

17) 

で
あ
る
。
ま
た
卒
業
に
際
し
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
記
念
帳
に
信
条
と
し
て
「
一
に
し
て
全
」
と
書
き
入
れ
、
そ
の
「
一
に

(18) 

し
て
全
」
を
シ
ェ
リ
ン
グ
が
『
自
我
論
』
(
-
七
九
五
）
の
根
本
思
想
と
し
て
展
開
し
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
後
述
す
る
ご
と

ヘ
ー
ゲ
ル
が
果
し
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
や
シ
ェ
リ
ン
グ
の
汎
神
論
的
傾
向
に
ど
の
程
度
近
づ
い
て
い
た
か
は
可
成
り
問
題
が
あ
る
に
し

(19) 

一
切
な
り
」
と
ヘ
ル
ダ
ー

ヘ
ー
ゲ
ル
も
ま
た
『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
で
は
、
「
無
量
な
る
も
の
に
身
を
委
ね
れ
ば
、
わ
れ
そ
の
内
に
在
り
、

(20) 

リ
ン
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
の
三
人
の
間
に
所
謂
「
自
由
の
木
」
の
事
件
以
来
、
「
精
神
の
盟
友
」
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ

ヘ
ー
ゲ
ル
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
移
り
、
交
友
を
拡
げ
た
こ
と
を
抜
き
に
し
て
も
、
シ
ュ
ワ
ー
バ
ン
の
サ
ー
ク
ル
ヘ
の
ア
ジ
ィ
テ

者
へ
の
呼
び
掛
け
も
あ
る
。

ー
シ
ョ
ン
と
す
る
．
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
主
張
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
し
か
も
『
体
系
計
画
』
の
本
文
の
主
語
は
一
人
称
で
あ
る
が
、
複
数
の
読

(21)

（

22) 

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
は
、
既
に
こ
の
点
に
注
目
し
て

A
n
s
p
r
e
c
h
e
n
で
あ
り
う
る
と
し
、
ベ
ー
ム
も

R
e
d
e

で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、

ペ
ゲ
ラ
ー
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
を
作
者
と
考
え
る
と
し
て
も
、

ジ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
へ
の
配
慮
が
重
大
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ペ
ゲ
ラ
ー
自
身
も
「
一
七
九
七
年
の
最
初
の
数
ヶ
月
中
の
ヘ
ル

(23) 

ヘ
ー
ゲ
ル
の
間
で
行
な
わ
れ
た
諸
対
話
」
を
重
視
し
、
特
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
ヘ
ー
ゲ

ル
に
与
え
た
影
響
を
強
調
す
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
友
人
達
に
よ
る
共
同
作
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
適
切
な
見
解
で
あ
る
か
も
知

(24) 

れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
蹟
そ
の
も
の
は
ヘ
ー
ゲ
ル
で
あ
る
。
従
っ
て
、

発
展
の
一
貫
性
が
こ
の

『
体
系
計
画
』
な
し
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
な
ら
ば
、

ア

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、



5
 

一
七
九
六
年
、
既
に
ベ
ル
ン
で
二
年
余
に
亘
る
家
庭
教
師
生
活
を
送
っ
て
い
た
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
年
少
の
友
シ
ェ
リ
ン
グ
の
華
々
し
い
活

躍
に
刺
激
を
受
け
、
新
し
い
飛
躍
を
求
め
て
他
の
地
へ
の
転
任
を
希
望
し
て
い
た
。
当
時
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
言
葉
を
か
り

る
と
「
不
決
断
」
と
「
意
気
銅
沈
の
状
態
」
に
陥
っ
て
い
た
と
い
う
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
希
望
に
応
え
、
九
六
年
十
月

二
十
四
日
の
書
簡
で
ヘ
ー
ゲ
ル
に
「
夏
の
初
め
、
非
常
に
有
利
な
職
の
こ
と
を
書
き
送
っ
た
」
が
、
そ
の
話
、
即
ち
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の

豪
商
ゴ
ー
ゲ
ル
家
の
家
庭
教
師
の
話
が
確
定
し
た
こ
と
を
通
知
す
る
と
共
に
、
「
そ
の
境
遇
や
性
格
は
か
な
り
多
様
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
気
持
や
想
い
や
精
神
だ
け
は
相
変
ら
ず
君
に
誠
実
な
人
間
、
以
前
よ
り
も
一
層
深
く
熱
心
に
君
の
友
人
た
ら
ん
と
す
る
人
間
、
君
の

lI

ベ
ル
ン
時
代
の
総
決
算
と
し
て
の
『
エ
レ
ウ
シ
ス
』

の
成
立
が
よ
り
早
い
と
み
る
か
ら
で
あ
る

既
述
の
ご
と
く
、
こ
の
『
体
系
計
画
』
を
ヘ
ー
ゲ
ル
の
作
品
と
最
初
に
考
え
た
の
は
、

0
•

ペ
ゲ
ラ
ー
で
あ
る
(
-
九
六
九
年
）
。
ペ
ゲ
ラ

-25) 

ー
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ベ
ル
ン
時
代
の
草
稿
群
の
精
査
に
よ
り
、
こ
の
結
論
に
達
し
え
た
と
い
う
。
論
者
も
ま
た
、
こ
の
ペ
ゲ
ラ
ー
の
意
見
に

{26) 

近
い
。
他
に
ヘ
ー
ゲ
ル
作
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
人
び
と
に
、

H
・
ハ
リ
ス
(
-
九
七
二
）
、

H
・
マ
イ
ア
ー
、

J

・
ト
レ
デ
、

K
・
デ
ュ

(27) 

ジ
ン
ク
（
い
ず
れ
も
一
九
七
三
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
問
題
は
こ
の

ー
ゲ
ル
思
想
の
展
開
に
適
合
で
き
る
か
否
か
で
あ
る
。
し
か
し
論
者
は
、
『
体
系
計
画
』
の
考
察
の
前
に
、

の
献
詩
『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
(
-
七
九
六
•
八
）
を
検
討
し
て
み
た
い
。
論
者
の
見
解
で
は
、
『
体
系
計
画
』
(
-
七
九
七
）
よ
り
『
エ
レ
ウ
シ
ス
』

4 ヽ

ヘ
ー
ゲ
ル
説

ヘ
ー
ゲ
ル
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
ヘ

『
体
系
計
画
』
が
ベ
ル
ン
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ヘ
の
ヘ



6
 

見
解
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

フ
ル
ト
に
到
着
し
て
い
る
。

本
性
に
由
来
ず
る
す
べ
て
の
関
心
、
人
生
す
べ
て
の
問
題
を
喜
ん
で
す
す
ん
で
、
君
と
分
ち
合
お
う
と
す
る
人
間
、
君
が
い
な
い
こ
と
だ

け
を
淋
し
く
思
っ
て
い
る
人
間
が
、
君
が
来
さ
え
す
れ
ば
君
か
ら
程
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の
だ
」
と
ヘ
ー
ゲ
ル
に
受
諾
を
懇

(
3
)
 

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
君
へ
の
憧
れ
は
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
」
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
讃
え
つ
つ
、

の
暖
か
い
友
情
を
快
諾
し
、
九
六
年
晩
秋
、

請
じ
て
い
る
。
．
勿
論
、

『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
に
み
ら
れ
る
高
揚
し
た
詩
的
感
情
に
達
し
え

ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
が

『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
に
九
六
年
八
月
と
日

ベ
ル
ン
を
発
ち
、
故
郷
シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
寄
っ
た
後
、
九
七
年
一
月
十
日
に
フ
ラ
ン
ク

と
こ
ろ
で
、
『
体
系
計
画
』
の
作
者
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
考
え
る
ベ
ー
ム
は
、

(
4
)
 

付
を
明
記
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
あ
え
て
そ
れ
に
疑
念
を
提
出
し
、
「
こ
の
詩
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
十
月
二
十
四
日
の
書
簡

(
5
)
 

を
み
た
上
で
始
め
て
書
き
え
た
」
と
す
る
。
失
意
に
あ
っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
が

ず
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
よ
る
有
利
な
就
職
斡
旋
に
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、

ベ
ル
ン
期

ヘ
ー
ゲ
ル
の
無
味
乾
燥
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
既
定
性
批
判
の
文
脈
と
『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
の
詩
的
情
念
と
は
、
直
ち
に
は
結
び
つ
き
難
い

(
6
)
 

も
の
が
あ
る
。
ベ
ル
ン
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
い
う
「
思
索
の
深
く
重
い
厳
粛
さ
」
に
沈
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
同

時
に
、
シ
ェ
リ
ン
グ
か
ら
の
強
い
影
響
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
暖
か
い
友
情
の
も
と
で
、

ひ
た
す
ら
自
己
を
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
集
中
さ
せ

て
い
た
狭
陰
さ
か
ら
解
放
し
、
「
彼
の
根
本
的
性
格
、
即
ち
全
現
実
の
客
観
性
へ
の
傾
側
、
ま
た
そ
れ
を
全
力
を
尽
く
し
て
把
握
せ
ん
と
す

る
衝
動
」
が
甦
り
つ
つ
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
そ
の
も
の
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
手
に
渡
っ
た
か

(
8
)
 

否
か
は
別
に
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
ヘ
の
憧
れ
」
の
証
と
し
て
、
や
は
り
「
九
六
年
八
月
」
に
こ
の
詩
を
書
い
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
茅
野
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
就
職
の
一
切
が
確
定
す
る
ま
で
は
高
揚
し
た
詩
的
心
情
に
な
り
え
ぬ
と
す
る
ベ
ー
ム
の

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
こ
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f

『
エ
レ
シ
ウ
ス
』
に
は
、
確
か
に
カ
ン
ト
の
要
請
論
を
批
判
し
つ
つ
も
、
な
お
カ
ン
ト
の
純
粋
な
道
徳
性
の
立
場
に
立
ち
、
，
そ
の
か
ぎ
り

カ
ン
ト
の
枠
内
に
い
た
ベ
ル
ン
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
対
し
て
、
異
質
な
何
か
が
あ
る
。
そ
の
異
質
な
何
か
と
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
ギ
リ
シ

(10) 

ア
主
義
で
あ
る
。
既
述
の
ご
と
く
、
ベ
ル
ン
時
代
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
の
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
共
感
し
つ

つ
憧
憬
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
ポ
リ
ス
に
み
ら
れ
る
人
間
本
性
と
自
然
讃
美
の
確
信
に
加
え
て
、
同
時
に
カ
ン
ト
道
徳
律
の
立
場
に
も
立
，
つ

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
カ
ン
ト
主
義
と
ギ
リ
シ
ア
主
義
は
本
来
端
的
に
矛
盾
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
や
が
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

期
の
へ

J
ゲ
ル
が
明
白
に
す
る
ご
と
く
、
カ
ン
ト
的
道
徳
律
は
自
然
を
抑
圧
し
否
定
す
る
の
に
対
し
、
ギ
リ
シ
ア
主
義
は
自
然
を
肯
定
し

ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
矛
盾
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
ベ
ル
ン
末
期
、
『
キ
リ
ス
ト
教
の
既

定
性
』
の
続
稿
た
る
「
ギ
リ
シ
ア
人
の
想
像
力
の
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
既
定
宗
教
」
や
「
エ
ー
ト
ス
論
」
に
お
い
て
は
、

(11)

（

13) 

ル
は
「
共
和
的
精
神
」
を
強
調
し
、
民
族
や
庶
民
に
宿
る
「
理
性
の
美
し
い
火
花
」
と
「
健
全
な
想
像
力
」
を
讃
美
し
、
「
客
体
的
な
悟
性
」

(14) 

を
排
し
て
．
「
主
体
的
な
理
性
」
の
立
場
に
立
た
ん
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
学
生
時
代
の
草
稿
『
民
族
宗
教
と
キ
リ
ス

ト
教
』
に
み
ら
れ
る
ギ
リ
シ
ア
的
エ
ー
ト
ス
ヘ
の
躍
動
し
た
パ
ト
ス
が
ベ
ル
ン
末
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
甦
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
の
全
文
を
紹
介
す
る
余
裕
を
も
た
な
い
。
概
略
を
論
ず
る
に
止
め
た
い
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ま
ず
、
古
く
か
ら
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
の
友
情
を
懐
し
み
つ
つ
、
近
き
再
会
の
悦
び
を
謳
う
。
二
人
の
盟
約
、
「
神
の
国
」

実
現
の
、
「
宜
誓
」
は
世
俗
的
な
証
を
要
せ
ず
、
「
ひ
た
す
ら
に
自
由
な
．
る
真
理
の
た
め
に
生
く
る
に
あ
り
」

(10
行
ー
20
行
）
と
す
る
。
次

に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
神
の
国
」
の
理
念
と
現
実
と
を
比
べ
、
そ
の
不
調
和
を
嘆
き
、
甘
き
夢
想
が
破
れ
る

(21
行
ー
25
行
）
と
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
永
遠
な
る
天
空
、
夜
空
に
燻
め
く
星
々
を
み
れ
ば
、
傍
き
自
己
は
こ
の
「
直
感
」

(
d
a
s
A
n
s
c
h
a
u
e
n
)
に
「
没
し
」

(s.ich

は
同
時
に
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
カ
ン
ト
的
道
徳
主
義
の
超
克
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

讃
美
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ル
ン
初
期
、

ヘ
ー
ゲ
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飛
躍
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

verlieren)
、
「
わ
が
も
の
と
名
づ
け
し
も
の
は
消
失
し
」
、

か
く
し
て
「
無
量
な
る
も
の
に
身
を
委
ぬ
れ
ば
、
我
そ
の
内
に
あ
り
、
i

一
切
の
み
あ
り
」

(26
行

134行
）
と
す
る
。
こ
の
数
行
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
直
観
に
お
い
て
自
我
は
一
切
で
あ
る
と
す
る
立
場
で

「
一
に
し
て
全
」
の
思
想
に
極
め
て
近
い
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
原
稿
で
は
こ
の
行

(30
行
ー

38
行
）
に
一
本
の
縦
線
が
ひ
か
れ
、

T
．
ヘ
ー
リ
ン
グ
は
こ
の
線
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
あ
ま
り
に
も
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
的
で
あ
る
こ
と
を
自
省
し

(15) 

て
消
し
た
線
と
解
し
て
い
る
。
後
述
す
る
ご
と
く
、
論
者
は
こ
の
時
期
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
は
美
的
観
念
論
と
も
名
づ
け
う
る
思
想
が
芽
生

え
つ
つ
あ
っ
た
と
信
ず
る
が
、

は
こ
の
立
場
が
直
ち
に
デ
ィ
ル
タ
イ
の
主
張
す
る
よ
う
な
神
秘
的
汎
神
論
の
成
立
を
意
味
す
る
と
は
思
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

s
i
c
h
v
e
r
 ,
 

(16) 

lieren
と
は
こ
の
当
時
の
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
の
根
本
概
念
で
あ
り
、
自
我
が
非
我
を
克
服
す
べ
く
非
我
に
自
我
を
没
し
て
非
我
を
直
観
す

る
自
我
自
身
の
活
動
性
の
一
形
態
と
み
な
さ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
我
の
行
為
を
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
既
述
の
ご
と

(17) 

く
、
こ
の
当
時
フ
ィ
ヒ
テ
は
知
的
直
観
に
つ
い
て
語
る
が
、
そ
れ
も
自
我
の
活
動
性
な
の
で
あ
っ
て
超
人
格
性
、
あ
る
い
は
超
自
我
へ
の

は
、
「
自
我
は
一
切
な
り
」
と
語
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
逆
に
「
一
切
は
自
我
な
り
」
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ

は
一
八

0
一
年
の
『
私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
』
に
お
い
て
、

フ
ィ
ヒ
テ
の
主
観
的
観
念
論
の
立
場
を
「
自
我
は
一
切
な
り
」
と
表
現
で
き

(18) 

る
と
し
、
自
己
の
客
観
的
観
念
論
の
立
場
を
「
一
切
は
自
我
な
り
」
と
い
う
命
題
で
提
示
し
よ
う
と
し
た
。
後
述
す
る
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ

哲
学
の
根
本
動
向
は
人
格
性
、
自
己
意
識
性
を
超
え
た
ス
ピ
ノ
ザ
的
実
体
の
立
場
に
相
通
ず
る
汎
神
論
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
シ
ェ
リ

ン
グ
の

r
自
我
論
』
(
-
七
九
五
）
に
つ
い
て
の
、

(19) 

く
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
汎
神
論
的
と
い
う
よ
り
も
ま
だ
フ
ィ
ヒ
テ
的
で
あ
り
、
た
と
え
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
同
じ
く
美
的
観

あ
り
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の

りヽ

ヘ
ー
ゲ
ル
に
も
そ
の
方
向
へ
の
志
向
、
少
く
と
も
共
感
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
論
者

ヘ
ー
ゲ
ル
が
神
秘
的
・
汎
神
論
的
で
あ
っ
た
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル

ヘ
ー
ゲ
ル
の
超
人
格
的
な
絶
対
我
へ
の
異
議
は
既
に
紹
介
し
、
ま
た
後
に
論
ず
る
ご
と

一
切
な



，
 

「
崇
高
の
霊
」
や
「
一
な
る
神
性
」
の
表
現
に
人
格
と
人
格

念
論
に
惹
か
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ギ
リ
シ
ア
的
多
神
論
の
讃
美
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

つ
い
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
謳
？
。
「
思
惟
は
直
観
の
深
み
に
達
せ
ず
」
、
「
感
覚
に
永
遠
を
近
づ
く
る
は
想
像
力
(
P
h
a
n
t
a
s
i
e
)
に
し
て
、
永
遠
は

形
と
結
ば
る
」

(36
行
ー
38
行
）
、
「
既
に
思
惟
は
魂
を
把
え
え
ず
」
、
「
魂
は
時
空
の
外
、
無
限
の
予
感
に
沈
み
、
忘
我
に
し
て
、

永
遠
の
想
像
力
に
よ
る
形
像
化
、

が
ヘ
ー
ゲ
ル
を
シ
ェ
リ
ン
グ
、

さ
ら
に
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
も
分
つ
立
場
で
は
あ
る
ま
い
か
。

神
々
の
生
け
る
知
恵
と
啓
示
は
、
高
揚
せ
る
魂
の
み
が
理
解
し
う
る
の
に
、
神
学
者
た
ち
は
文
字
の
こ
と
と
し
、

さ
ら
に
再
び

意
識
に
醒
め
ん
」
、
「
こ
の
意
識
ひ
と
に
伝
え
ん
と
せ
し
者
、
言
葉
の
無
力
を
感
ず
」

(70
行

1
7
4
行
）
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
永
遠
へ
の
知
的
直
観
、

さ
ら
に
そ
の
意
識
化
を
説
く
。
そ
れ
は
思
惟
と
言
葉
の
無
力
を
前
に
し
て
、
自
我
が
な
お
永
遠
を
具
象

化
せ
ん
と
す
る
美
的
活
動
性
で
あ
る
。
永
遠
の
形
像
化
と
は
ま
さ
し
く
ギ
リ
シ
ア
主
義
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
既
に
ヘ
ル
ダ
ー

『
ヒ
ュ
ペ
リ
オ
ン
断
章
』
(
-
七
九
四
）
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
深
い
共
感
を
も
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
永
遠
な
る
も
の
を
「
意
識
」
に
齋
ら
す
と
い
う
自
覚
の
立
場
を
も
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
自
覚
の
立
場

ソ
フ
ィ
ス
ト
に
転
落

し
た

(80
行

1
8
5
行
）
。
真
な
る
信
は
「
胸
底
深
き
聖
所
に
宿
り
」
、
そ
こ
に
棲
む
「
汝
の
子
ら
の
い
の
ち
汝
を
敬
し
、
彼
ら
の
行
に
汝
生
く
」

「
真
な
る
信
、
そ
れ
は
一
な
る
神
性
に
し
て
、
萬
象
滅
ぶ
と
も
揺
ぐ
こ
と
な
し
」

(100
行
ー

101

行
）
と
長
い
詩
を
閉
じ
る
。
神
々
と
神
々
の
子
た
る
人
間
と
は
「
い
の
ち
」
と
「
行
為
」
に
お
い
て
相
通
じ
、
「
一
な
る
神
性
」
を
共
有
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
三
十
九
行
で
は
、
「
い
ざ
来
た
れ
汝
ら
崇
高
の
霊
よ
、
高
貴
な
る
影
像
よ
、
汝
ら
の
額
に
完
成
の
光
り
輝
け
り
」
と
人

間
的
精
神
の
完
全
性
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
承
認
し
て
い
る
。

ヘ
ー
リ
ン
グ
は
こ
の

の
交
わ
り
を
読
み
う
る
と
し
、
汎
神
論
的
解
釈
を
否
定
し
て
神
性
の
人
格
性
を
認
め
、
後
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
精
神
が
人
格
的
で
あ
っ
た
こ

(20) 

と
の
原
型
が
み
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た
汎
神
論
と
解
す
る
デ
ィ
ル
タ
イ
も
、
最
後
の
数
行
を
以
っ
て
、
永
遠
な
る
も
の
は
言
葉
に
で
は
な

(93
行

1
9
6
行
）
と
謳
っ
た
後
、

リ
ン
の

ヘ
ー
ゲ
ル
は
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れ
ば
、
そ
の
第
二
歩
を
な
す
の
が
『
体
系
計
画
』
で
あ
る
。

(21) 

く
、
ギ
リ
シ
ア
ポ
リ
ス
の
理
想
的
道
徳
的
秩
序
に
現
れ
る
こ
と
を
謳
っ
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。

ベ
ル
ン
時
代
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
既
定
化
を
非
難
し
、
さ
ら
に
「
信
仰
」
と
は
「
理
性
が
絶
対
的
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
に

(22) 

お
い
て
完
成
し
て
い
る
と
い
う
意
識
の
欠
乏
」
を
意
味
す
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の

う
概
念
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
に
せ
よ
、
魂
の
神
的
な
る
こ
と
と
完
全
性
と
が
語
ら
れ
、

ら
に
、
先
述
の
ご
と
く
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
我
の
超
人
格
性
に
対
し
て
異
議
を
も
ち
、
こ
の

し
て
も
、
そ
れ
が
超
意
識
的
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
、
自
己
意
識
と
人
格
性
の
圏
内
に
留
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
新
し
く
提
出
す
る
問
題
は
、

お
そ
ら
く
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
影
響
に
よ
る
で
あ
ろ
う
永
遠
な
る
も
の
の
想
像
力
に
よ
る
形
像
化
と
い

う
美
的
活
動
性
で
あ
る
。
こ
の
問
題
こ
そ
、
『
体
系
計
画
』
で
新
し
い
展
開
を
み
せ
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
チ
ュ
ー
ビ

ン
ゲ
ン
時
代
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
共
有
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
讃
美
、
な
か
で
も
ギ
リ
シ
ア
神
話
や
ギ
リ
シ
ア
的
自
然
観
の
肯
定
が
復
活
し
、

ベ
ル
ン
時
代
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
他
の
側
面
で
あ
っ
た
カ
ン
ト
的
道
徳
性
の
立
場
、
単
な
る
実
践
理
性
の
立
場
は
後
退
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

単
な
る
道
徳
性
に
代
っ
て
、
こ
こ
で
は
神
々
と
人
間
が
共
有
す
る
「
い
の
ち
」
と
「
行
」
が
語
り
始
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
立
場

は
や
が
て
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
期
に
お
い
て
、
全
面
的
に
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
は
ベ
ル
ン
期
ヘ
ー
ゲ
ル
の
総
決
算
で
あ
る
と
同
時
に
、

も
の
に
つ
い
て
の

「
意
識
」
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が

『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
に
お
い
て
も
永
遠
な
る

ベ
ル
ン
期
の
根
本
思
想
を
継
承
し
て
い
る
。
さ

ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
共
に
絶
対
我
を
承
認
す
る
と

ベ
ル
ン
期
を
脱
皮
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
私
見
に
よ

『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
に
お
い
て
も
、
た
と
え
理
性
と
い
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『
体
系
計
画
』
に
つ
い
て

『
体
系
計
画
』
は
い
き
な
り
「
あ
る
倫
理
学
」

(
e
i
n
e
E
t
h
i
k
)

と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
以
前
の
部
分
は
欠
落
し
、
、
．
現

存
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
倫
理
学
は
後
に
は
「
道
徳
」
に
結
着
す
る
よ
う
な
「
全
形
而
上
学
」
(
d
i
e
g
a
n
z
e
 M
e
t
a
p
h
y
s
i
k
)
 
で
あ

り
、
全
形
而
上
学
と
し
て
カ
ン
ト
要
請
論
の
狭
少
さ
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
そ
の
倫
理
学
は
、
「
凡
ゆ
る
理
念
」
、
「
凡
ゆ
る
実
践
的
要
請
の

完
全
な
る
体
系
」
に
他
な
ら
ぬ
。
さ
ら
に
そ
の
倫
理
学
の
第
一
の
理
念
は
「
絶
対
的
に
自
由
な
存
在
者
と
し
て
の
私
自
身
の
表
象
」
で
あ

る
。
こ
の
「
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
」
と
共
に
、
第
二
の
理
念
と
し
て
全
世
界
が
「
無
」
か
ら
現
れ
る
。
「
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在

、
、
、
、
、
、

者
」
を
前
提
と
し
て
世
界
が
無
か
ら
現
れ
る
と
い
う
思
想
が
「
唯
一
の
真
な
、
思
惟
可
能
な
無
か
ら
の
創
造
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。

い
で
、
『
体
系
計
画
』
の
作
者
は
「
自
然
学
の
領
域
」
に
下
降
し
、
そ
の
自
然
学
の
問
題
と
は
「
世
界
は
道
徳
的
存
在
者
の
た
め
に
い
か
に

造
く
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
作
者
は
「
人
造
物
」
の
領
域
、
国
家
と
歴
史
の
問
題
を
論
ず
る
。
作

、
、
、
、
、
、

者
は
「
た
だ
自
由
の
対
象
た
る
も
の
の
み
を
理
念
と
い
う
」
と
理
念
を
規
定
し
た
上
で
、
「
国
家
と
は
機
械
的
な
も
の
で
あ
り
、
機
械
の
理

念
が
存
在
し
な
い
よ
う
に
国
家
の
理
念
も
存
在
し
な
い
」
、
「
国
家
の
い
か
な
る
理
念
も
存
在
し
な
い
こ
と
が
人
間
性
の
理
念
」
で
あ
る
。
従

っ
て
、
「
我
々
は
国
家
を
超
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
！
な
ぜ
な
ら
、
凡
ゆ
る
国
家
は
自
由
な
人
間
を
機
械
的
な
歯
車
仕
掛
と
し
て
扱
わ
ざ

る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。
「
国
家
は
終
焉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
カ
ン
ト
の
「
永
遠
平
和
の
理
念
」
等
は
、
国
家
を
単
位
と
す
る
国
際

(
2
)
 

連
盟
に
基
づ
き
、
従
っ
て
「
諸
君
は
、
そ
れ
が
あ
る
よ
り
高
次
な
理
念
の
従
属
的
理
念
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
を
理
解
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

、
、
、
、
、

「
人
類
の
歴
史
」
も
高
次
の
理
念
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
原
理
と
し
て
、
「
国
家
、
憲
法
、
統
治
府
、
立
法
」
と
い
っ
た
人
造
物
を

「
丸
裸
に
し
た
い
」
。
そ
の
と
き
、
「
道
徳
的
世
界
、
神
性
、
不
死
の
理
念
が
登
場
す
る
」
。
理
性
に
よ
っ
て
凡
ゆ
る
迷
信
が
覆
さ
れ
、
近
時
、

「
理
性
を
装
う
僧
侶
階
級
の
行
う
迫
害
は
理
性
自
身
に
よ
っ
て
」
顛
覆
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
叡
智
的
世
界
を
自
ら
に
擁
い
、
神
と
不
死
を
自

III 

つ
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己
の
外
に
求
め
る
必
要
の
な
い
凡
ゆ
る
精
神
の
絶
対
的
自
由
」
が
存
す
る
。
以
上
を
『
体
系
計
画
』
の
第
一
段
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
一
段
は
自
己
意
識
的
な
自
由
精
神
に
よ
る
倫
理
学
、
な
い
し
主
体
的
形
而
上
学
の
構
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
段
は
一
転
し
て
、
「
凡
ゆ
る
理
念
を
合
一
す
る
理
念
」
、
「
よ
り
高
い
プ
ラ
ト
ン
的
な
意
味
」
で
の
理
念
と
し
て
「
美
の
理
念
」
(
d
i
e
I
d
e
e
 

d
e
r
 S
c
h
i
i
n
h
e
i
t
)

を
提
示
す
る
。
「
こ
の
理
念
は
凡
ゆ
る
理
念
を
包
括
す
る
か
ら
、
理
性
の
最
高
行
為
は
美
的
行
為
」
で
あ
り
、
「
真
と
善
は

、
、
、
、
、
、
、

美
に
お
い
て
の
み
姉
妹
と
な
る
」
。
か
く
し
て
、
「
哲
学
者
は
詩
人
と
同
じ
く
美
的
な
力
」
、
「
美
的
惑
覚
」
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て

「
精
神
の
哲
学
は
美
的
哲
学
で
あ
る
」
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「
詩
」
は
本
来
の
尊
厳
を
え
、
「
人
類
の
教
師
」
と
な
る
。
「
も
は
や
い
か
な
る
哲
学

も
い
か
な
る
歴
史
も
存
在
せ
ず
、
詩
芸
術
の
み
が
他
の
凡
ゆ
る
学
や
芸
術
を
越
え
て
生
き
残
る
で
あ
ろ
う
」
。
第
二
段
は
美
的
観
念
論
の
謳

第
三
段
は
民
衆
に
も
哲
学
者
に
も
「
感
性
的
宗
教
」
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
感
性
的
宗
教
と
は
、

想
力
と
芸
術
の
多
神
論
」
に
成
立
す
る
。
作
者
は
こ
こ
で
「
ま
だ
い
か
な
る
人
も
気
付
か
な
か
っ
た
―
つ
の
理
念
」
、
「
新
し
い
神
話
」
と

い
う
理
念
を
提
出
す
る
。
そ
の
神
話
は
理
性
に
奉
仕
す
る
「
理
性
の
神
話
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
わ
れ
わ
れ
が
諸
理
念
を
美
的
に
、

即
ち
神
話
的
に
す
る
ま
で
は
、
そ
の
理
念
は
民
衆
に
と
っ
て
は
何
の
関
心
事
で
も
な
い
。
逆
に
神
話
が
理
性
的
に
な
る
ま
で
は
哲
学
者
は

神
話
を
恥
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
か
く
し
て
啓
蒙
さ
れ
た
人
々
も
啓
蒙
さ
れ
て
い
な
い
人
々
も
最
後
に
は
互
い
に
手
を
さ
し
の
べ
ね
ば
な
ら

な
い
」
。
「
神
話
は
哲
字
的
に
」
、
「
哲
字
者
が
神
話
的
に
」
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
そ
の
と
き
わ
れ
わ
れ
の
間
に
永
遠
の
統
一
が
支
配
す
る
」
。

も
は
や
民
衆
が
賢
者
や
僧
侶
を
蔑
視
す
る
こ
と
も
盲
目
的
な
怖
れ
を
抱
く
こ
と
も
な
い
。
「
こ
の
と
き
始
め
て
、
個
々
人
と
、
個
々
人
の
凡

ゆ
る
力
と
の
平
等
な
形
成
を
期
待
」
し
う
る
。
い
か
な
る
力
も
抑
圧
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
諸
精
神
の
普
遍
的
な
自
由
と
平
等
が
支
配
す

る
」
。
「
天
か
ら
送
ら
れ
た
気
高
い
精
神
は
、
わ
れ
わ
れ
の
も
と
に
こ
の
新
し
い
宗
教
を
創
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
人
類
の
最
後

歌
と
解
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
理
性
と
心
胸
の
一
神
論
、
構
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①
共
作
説
に
つ
い
て

形
而
上
学
、
倫
理
学
、
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
、
絶
対
的
自
由
、
自
然
学
、
国
家
論
、
歴
史
、
美
の
理
念
、
詩
、
神
話
、
新
し
い
宗

教
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
含
む
『
体
系
計
画
』
は
誠
に
規
模
雄
大
な
計
画
で
あ
る
。
そ
の
上
、

ツ
の
誕
生
を
熱
望
す
る
青
年
た
ち
の
崇
高
な
理
想
が
大
謄
な
タ
ッ
チ
で
素
描
さ
れ
て
い
る
。
論
理
的
基
礎
づ
け
を
配
慮
し
な
い
哲
学
青
年

の
熱
気
に
満
ち
た
将
来
へ
の
抱
負
と
展
望
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
事
実
、
や
が
て
「
ド
イ
ツ
観
念
論
」
、
特
に
「
客
観
的
観

念
論
」
と
し
て
結
実
す
る
。
ド
イ
ツ
客
観
的
観
念
論
の
創
始
者
と
み
な
さ
れ
る
シ
ェ
リ
ン
グ
、

て
も
、
そ
の
作
者
に
値
い
し
う
る
し
、
ま
た
こ
の
三
人
に
精
神
の
盟
友
と
も
い
う
べ
き
結
束
が
成
立
し
て
い
た
以
上
、
三
人
の
共
作
、
ま

た
は
三
人
の
中
の
誰
か
か
ら
の
他
の
友
へ
の
ア
ジ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
ら
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
も
し
共
作
説
を
と
る
な
ら
ば
、
第
一
段
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
、
第
二
段
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
、
第
三
段
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
主
導

の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
協
力
が
あ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
て
も
、
従
来
の
哲
学
史
の
常
識
に
反
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
作
者
個
人
説
を

(
3
)
 

主
張
す
る
史
家
の
多
く
も
何
ら
か
の
形
で
協
力
関
係
を
承
認
す
る
。
た
と
え
ば
、
既
述
の
ご
と
く
、
ヘ
ー
ゲ
ル
説
を
と
る
ペ
ゲ
ラ
ー
は
第

(
4
)
 

二
段
の
美
の
理
念
や
詩
の
意
義
に
つ
い
て
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
影
響
を
、
シ
ェ
リ
ン
グ
説
を
と
る
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
も
第
二
段
に
関
し
て
は

(
5
)
 

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
影
響
を
承
認
し
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
説
を
と
る
カ
ッ
シ
ラ
ー
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
与
え
た
シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
惟
形
式
の
寄

(
6
)
 

与
を
、
ま
た
シ
ェ
リ
ン
グ
説
を
と
る
茅
野
論
文
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
対
す
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
思
索
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
の
助
言
」
を

設
と
い
う
主
張
を
結
論
と
す
る
。

に
し
て
最
大
の
作
品
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
。

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
誰
を
と
っ

『
体
系
計
画
』
は
こ
の
「
新
し
い
神
話
」
、
即
ち
「
理
性
の
神
話
」
に
よ
る
「
新
し
い
宗
教
」
の
創

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
鼓
舞
さ
れ
て
、
新
生
ド
イ
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(2) 

シ
ェ
リ
ン
グ
説

指
摘
す
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
他
の
二
者
に
与
え
た
影
響
を
明
白
に
主
張
す
る
史
家
は
殆
ん
ど
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
果
し
た

役
割
は
単
な
る
筆
写
役
で
あ
っ
た
と
す
る
立
場
を
有
力
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
三
者
の
協
力
説

を
と
る
に
し
て
も
、
第
一
段
の
「
凡
ゆ
る
精
神
の
絶
対
的
自
由
」
と
、
そ
の
出
発
点
と
な
る
「
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
」

s
e
l
b
s
t
b
e
w
u
B
t
e
 W
e
s
e
n
)
の
立
場
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
固
有
の
立
場
で
あ
り
、
従
っ
て
、

た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
人
の
独
創
的
な
思
想
家
が
未
来
の
ド
イ
ツ
の
哲
学
的
革
命
を
索
め
て
協
力
し
た
と
い
う
説

(
D
.

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
）
は
容
易
に
は
消
え
ず
、
今
後
と
も
可
な
り
の
力
を
も
ち
う
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
ま
た
、
『
体
系
計
画
』
を
三
者
の
中
の
誰
か
一
人
に
帰
す
説
も
そ
れ
な
り
の
充
分
な
力
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
即
ち
一
七

九
五
年
か
ら
九
六
年
に
か
け
て
、
三
者
と
も
そ
れ
ぞ
れ
体
系
計
画
を
志
し
て
い
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
九
六
年
一
月
二
十
二
日
ニ
ー
ト
ハ
ン
マ
ー
ヘ
の
書
簡
で
「
私
の
企
図
し
て
い
る
手
近
な
仕
事
は
倫
理
学
の
体
系
で
す

（
ス
ピ
ノ
ザ
ヘ
の
対
(ein
G
e
g
e
n
s
t
i
i
c
k
 z
u
 S
p
i
n
o
z
a
)
と
な
る
も
の
で
、
そ
の
理
念
に
既
に
早
く
か
ら
感
動
し
、
も
う
始
め
て
い
る
仕
事

で
す
）
、
次
に
人
類
の
歴
史
の
哲
学
で
あ
り
（
そ
れ
へ
の
序
論
は
出
来
上
り
、
貴
殿
が
哲
学
雑
誌
に
場
処
を
下
さ
る
お
つ
も
り
で
し
た
ら
お

申
し
つ
け
下
さ
い
）
、
さ
ら
に
私
の
原
則
に
従
っ
た
『
判
断
力
批
判
』
の
解
釈
で
す
。
猶
、
私
は
神
学
、
歴
史
、
言
語
を
諦
め
た
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
証
明
と
し
て
大
学
時
代
の
神
学
部
門
の
論
文
を
お
送
り
し
た
い
」
と
近
況
を
報
告
し
、
最
后
に
「
一
体
い
つ
に
な
っ
た

ら
新
し
い
哲
学
が
話
題
に
な
る
で
せ
う
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
「
ス
ピ
ノ
ザ
倫
理
学
の
対
と
な
る
理
念
」
を
確
立
し
た
い
と
い
う
シ
ェ

(
8
)
 

リ
ン
グ
の
意
図
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
そ
の
前
年
三
月
『
自
我
論
』
の
序
文
で
既
に
言
明
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
明
白
に
シ

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
も
シ
ェ
リ
ン
グ
に
も
影
響
を
与
え

(
d
a
s
 freie 
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き
う
る
の
は
、
第
一
段
の
「
自
然
学
」
と
第
三
段
の

文
は
充
分
な
説
得
力
を
も
つ
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
当

「
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
」
と
い
う
概
念
が
い
か
な
る

ェ
リ
ン
グ
は
新
し
い
哲
学
へ
の
計
画
を
も
っ
て
い
た
。
茅
野
論
文
は
、
そ
の
計
画
が
書
籍
商
で
通
俗
的
啓
蒙
主
義
者
で
も
あ
っ
た
ニ
コ
ラ

イ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
加
え
た
侮
辱
に
対
す
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
反
揆
答
弁
と
し
て
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
移
住
後
(
-
七
九
六
年
）
更
に
展
開
さ
れ
て

成
立
し
た
と
解
す
る
新
説
を
主
張
す
る
。
こ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
ニ
コ
ラ
イ
に
対
す
る
反
駁
は
、
結
局
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
茅
野
論

い
ず
れ
に
せ
よ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
九
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
倫
理
学
に
対
抗
す
る
新
し
い

哲
学
を
計
画
し
、
既
に
着
手
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
体
系
計
画
』
を
シ
ェ
リ
ン
グ
に
よ
る
と
す
る
説
も
相
当
の
根
拠
を
も
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
体
系
計
画
』
第
一
段
の
自
己
意
識
的
存
在
者
の
理
念
が
果
し
て
当
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
支
配
的
思
想
で
あ
り
え

た
か
ど
う
か
。
ま
た
、
当
時
シ
ェ
リ
ン
グ
は
何
ら
か
の
国
家
論
を
も
ち
え
た
か
。
第
二
段
の
最
高
の
理
念
と
し
て
の
「
美
の
理
念
」
、
端
的

(10) 

に
い
え
ば
、
美
的
観
念
論
の
思
想
は
、
当
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
の
密
接
な
交
友
か
ら
云
っ
て
既
に
シ
ェ
リ
ン
グ
に
芽
生

え
つ
つ
あ
っ
た
思
想
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
し
て
も
、
具
体
的
に
は
一
八

0
0年
の

な
立
場
で
は
な
い
の
か
。
さ
ら
に
第
三
段
の
理
性
の
神
話
に
つ
い
て
の
発
言
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
本
質
に
由
来
す
る
と
し
て
も
、
「
新

し
い
宗
教
」
の
創
設
と
い
っ
た
思
想
が
当
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
あ
り
え
た
か
ど
う
か
。
結
局
、
こ
の
当
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
直
接
結
び
つ

「
神
話
」
の
み
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
疑
念
が
残
る
の
で
あ
る
。
論
者
は
、
シ
ェ
リ

ン
グ
が
構
想
し
た
体
系
計
画
は
、
直
ち
に
い
ま
わ
れ
わ
れ
が
論
じ
て
い
る
『
体
系
計
画
』
と
結
び
つ
き
難
い
と
信
ず
る
。
し
か
し
、
論
者

は
こ
こ
で
さ
ら
に
立
ち
入
っ
て
、
果
し
て
当
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
第
一
段
の

位
置
を
も
ち
え
た
か
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

(11) 

『
体
系
計
画
』
を
シ
ェ
リ
ン
グ
作
と
考
え
る

x
．
テ
ィ
リ
エ
ッ
ト
は
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
諸
概
念
と
シ
ェ
リ
ン
グ
、

時
使
用
し
て
い
た
諸
概
念
と
を
比
較
検
当
す
る
一
覧
表
を
作
成
し
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
『
体
系
計
画
』
の
す
べ
て
の
概
念
を
使
用
し
て
い
る

『
先
験
的
観
念
論
の
体
系
』
に
お
い
て
始
め
て
可
能
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の
に
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
一
部
を
使
用
す
る
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
を
明
示
し
て
、
当
時
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ェ
リ
ン
グ
に
い
わ
ば
遅
れ
を
と
り
、
『
体
系

計
画
』
の
作
者
で
あ
り
え
ぬ
こ
と
を
証
明
せ
ん
と
し
た
。
い
ま
さ
し
当
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
問
題
と
し
た
い
「
絶
対
的
に
自
由
な
る
存
在

者
」
や
「
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
」
と
い
う
概
念
は
、

(12) 

い
た
概
念
と
さ
れ
る
。
テ
ィ
リ
エ
ッ
ト
の
あ
げ
る
箇
所
で
、
両
者
の
関
連
が
最
も
早
く
現
れ
る
箇
所
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
第
三
作
『
独
断

論
と
批
判
主
義
に
つ
い
て
の
哲
学
的
書
簡
』
(
-
七
九
五
年
秋
以
降
、
以
下
『
書
簡
』
と
略
す
）

由
」
で
あ
り
、

ヘ
ー
ゲ
ル
に
は
全
く
見
ら
れ
ぬ
の
に
対
し
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
屡
々
使
用
し
て

そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
「
た
だ
絶
対
者
へ
の
実
践
的
接
近
の
み
、

の
第
八
書
簡
に
お
い
て
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン

グ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
絶
対
的
自
由
が
あ
る
と
こ
ろ
絶
対
的
浄
福
あ
り
、
逆
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
絶
対
的
自
由
に
つ
い
て
は
も

は
や
い
か
な
る
自
己
意
識
も
考
え
え
ぬ
。
い
か
な
る
客
観
も
存
せ
ず
、
い
か
な
る
抵
抗
も
存
せ
ぬ
活
動
性
は
決
し
て
自
己
へ
還
帰
し
な
い
。

(13) 

自
己
自
身
へ
の
還
帰
に
よ
っ
て
の
み
意
識
が
成
立
す
る
」
と
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
テ
ィ
リ
エ
ッ
ト
の
主
張
に
反
し
、
絶
対
的
自
由
と
自
己

こ
の
立
場
は
、
前
作
『
自
我
論
』
（
九
五
年
三
月
）
や
既
に
前
稿
口
で
紹
介
し
た
九
五
年
二
月
四
日
付
の
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
で
シ
ェ
リ
ン

グ
が
明
白
に
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
そ
の
書
簡
で
哲
学
は
ス
ピ
ノ
ザ
と
同
様
に
無
制
約
者
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
が
ス
ピ
ノ
ザ
の
よ
う
に
非
我
か
ら
で
は
な
く
、
「
絶
対
我
」
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
。
「
絶
対
我
」
は
同
時
に
「
絶
対
的
自

さ
ら
に
「
神
」
と
は
「
絶
対
我
以
外
の
何
者
で
も
な
い
」
と
し
た
上
で
、
「
人
格
性
」
と
は
意
識
の
統
一
に
発
し
、
意
識
と

は
客
観
な
く
し
て
は
可
能
で
な
い
故
に
、
し
か
も
「
絶
対
我
」
即
ち
「
神
」
に
と
っ
て
は
い
か
な
る
客
観
も
存
し
え
ぬ
故
に
、
「
人
格
神
は

存
在
し
え
な
い
」
と
す
る
。
「
わ
れ
わ
れ
の
努
力
は
わ
れ
わ
れ
の
人
格
性
を
破
壊
し
て
存
在
の
絶
対
的
領
域
へ
移
行
す
る
こ
と
」
で
あ
る
が
、

(14) 

即
ち
不
死
性
の
み
が
残
る
」
と
す
る
。
『
自
我
論
』
に
お
い
て
も
、

シ
ェ
リ
ン
グ
は
同
様
の
主
張
を
す
る
。
「
無
限
な
る
自
我
は
い
か
な
る
客
観
も
、
従
っ
て
い
か
な
る
意
識
も
、
意
識
の
統
一
た
る
人
格
性
も

意
識
が
両
立
し
え
ぬ
こ
と
を
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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(15) 

知
ら
ぬ
。
従
っ
て
凡
ゆ
る
努
力
の
窮
極
目
的
は
人
格
性
の
無
限
性
へ
の
拡
大
、
即
ち
人
格
性
の
否
定
と
表
象
さ
れ
う
る
」
。
「
自
我
は
そ
れ

が
意
識
に
現
れ
る
限
り
、
も
は
や
純
枠
な
絶
対
我
で
は
な
い
。
絶
対
我
に
は
い
か
な
る
客
観
も
存
せ
ず
…
…
…
自
己
意
識
は
自
我
を
失
う

(16) 

危
険
を
前
提
し
て
い
る
」
。
九
五
年
秋
ま
で
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
と
っ
て
、
絶
対
我
、
絶
対
的
自
由
と
自
己
意
識
は
両
立
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

『
体
系
計
画
』
第
一
段
に
あ
る
「
絶
対
的
に
自
由
な
る
存
在
者
と
し
て
の
私
自
身
の
表
象
」
と
い
っ
た
表
現
は
シ
ェ
リ
ン
グ
に
は
許
さ
れ
な

(17) 

と
こ
ろ
で
、
自
己
意
識
性
、
人
格
性
を
越
え
た
自
我
と
は
「
絶
対
我
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
絶
対
的
客
体
」
で
も
あ
る
。
窮
極
点
、
「
存

(18) 

在
の
最
高
の
瞬
間
」
に
お
い
て
は
、
批
判
主
義
も
独
断
論
も
同
一
の
体
系
で
あ
る
。
双
方
の
体
系
は
最
高
点
に
お
い
て
自
我
と
非
我
、
主

(19) 

観
と
客
観
の
区
別
を
克
服
し
、
両
者
の
「
絶
対
的
同
一
性
」
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
批
判
主
義
の
立
場
に
立

た
ん
と
す
る
限
り
、
自
我
と
非
我
、
主
観
と
客
観
を
区
別
す
べ
く
、
有
限
的
自
我
（
自
己
意
識
的
自
我
）
と
絶
対
我
の

「
我
」
と
し
て
の

同
一
性
、
な
い
し
連
続
性
を
正
面
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の

(20) 

の
反
対
者
へ
移
行
す
る
に
至
る
か
」
の
思
索
を
中
心
に
坐
え
る
。
し
か
し
有
限
な
我
々
に
と
っ
て
は
、
絶
対
者
か
ら
有
限
者
へ
の
移
行
の

(21) 

理
論
的
解
明
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
移
行
は
有
限
者
か
ら
絶
対
者
へ
の
移
行
と
し
て
の
み
、
さ
ら
に
実
践
的
に
の
み
解
決
さ
れ
る
。
「
有

限
者
そ
の
も
の
の
中
に
無
限
者
へ
の
傾
向
、
無
限
者
に
自
己
を
失
う
(sich
verlieren)

と
い
う
永
遠
の
努
力
が
内
在
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
」
。
そ
し
て
こ
の
有
限
我
の
絶
対
我
へ
合
一
せ
ん
と
す
る
努
力
、
な
い
し
意
志
と
い
う
実
践
的
立
場
が
批
判
主
義
の
立
場
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
有
限
者
の
中
に
無
限
者
へ
向
う
傾
向
性
が
内
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
我
々
す
べ
て
に
「
秘
か
な
驚
く
べ
き
能

(23) 

カ
」
と
し
て
の
知
的
直
観
が
宿
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
る
。
「
こ
の
直
観
は
、
そ
こ
か
ら
の
み
我
々
が
超
感
性
的
世
界
に
つ

(24) 

い
て
知
り
、
信
ず
る
一
切
が
依
拠
す
る
最
も
内
的
な
、
最
も
独
自
な
経
験
で
あ
る
」
。
知
的
直
観
は
既
に
『
自
我
論
』
に
お
い
て
唯
一
の
絶

、4
0
し

『
書
簡
』
は
「
い
か
に
し
て
自
己
は
絶
対
者
を
出
て
そ
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略
す
）
を
書
く
。
『
書
簡
』
は
絶
対
我
は
い
か
に
し
て
そ
の

「
反
対
者
へ
移
行
す
る
か
」
を
問
題
に
し
つ
つ
、
絶
対
我
と
有
限
我
の
関
係
を

『
書
簡
』
に
お
い
て
は
、
有
限
我
の
絶
対
我
へ
の
努
力
の
経
験
、
即
ち
有
限
我
の
自

己
拡
大
と
自
己
否
定
の
経
験
と
し
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
書
簡
』
は
、
超
自
己
意
識
的
絶
対
我
、
そ
の
限
り
ス
ピ
ノ
ザ

的
実
体
に
近
い
絶
対
我
を
強
調
し
て
い
た
『
自
我
論
』
に
比
し
、
絶
対
我
と
自
己
意
識
的
有
限
我
と
の
関
係
を
重
視
し
、
絶
対
我
は
単
な(25) 

る
実
体
と
し
て
よ
り
も
有
限
我
の
自
己
拡
大
の
目
標
と
な
る
。
し
か
し
、
絶
対
我
そ
の
も
の
は
そ
の
実
体
的
性
格
を
変
え
た
の
で
は
な
い
。

(26) 

有
限
我
の
自
己
拡
大
と
は
同
時
に
有
限
我
の
一
方
的
な
自
己
否
定
を
意
味
し
、
即
ち
有
限
我
が
「
死
の
状
態
」
に
陥
る
こ
と
を
意
味
し
、

絶
対
我
が
関
知
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
絶
対
我
は
依
然
と
し
て
い
か
な
る
否
定
性
を
も
超
え
た
超
自
己
意
識
で
あ
る
。
第
八
書
簡
で
述
べ

て
い
た
ご
と
く
、
「
絶
対
的
自
由
に
つ
い
て
は
い
か
な
る
自
己
意
識
も
考
え
え
ぬ
」
の
で
あ
る
。
『
書
簡
』
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
『
体

系
計
画
』
第
一
段
の
絶
対
的
に
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
の
概
念
は
成
立
し
難
い
。

シ
ェ
リ
ン
グ
は
『
書
簡
』
に
引
き
続
き
九
六
年
秋
か
ら
翌
年
に
か
け
て
『
知
識
学
の
観
念
論
の
解
明
の
た
め
の
論
述
』
（
以
下
『
解
明
』
と

正
面
に
出
し
、
主
観
と
客
観
の
関
係
に
つ
い
て
は
充
分
に
論
じ
て
い
な
か
っ
た
。
絶
対
我
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
何
者
も
も
た
ず
、
従
っ
て

一
切
の
否
定
性
を
超
え
、
反
対
者
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
自
我
で
あ
る
限
り
は
非
我
が
反
立
し
、
主
観
で
あ
る
限
り
は
客
観
が

(27) 

反
立
す
る
。
そ
こ
に
「
い
か
に
し
て
絶
対
者
は
自
己
を
出
て
世
界
を
自
己
に
反
立
さ
せ
る
の
か
」
と
い
う
「
世
界
の
謎
」
が
発
生
す
る
。

こ
の
謎
に
対
し
て
は
、
も
は
や
一
切
の
反
立
を
超
え
た
純
粋
我
で
は
解
決
で
き
ず
、
反
立
を
自
己
の
「
運
命
」
と
す
る
有
限
我
が
改
め
て

主
役
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
解
明
』
に
お
い
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
「
無
限
か
ら
有
限
へ
の
移
行
は
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
「
有
限
と
無
限

(30)

（

31)

（

32) 

の
も
っ
と
も
根
源
的
な
合
一
」
と
し
て
の
「
精
神
」
と
い
う
「
新
規
定
」
を
提
出
し
、
哲
学
は
「
精
神
の
無
規
定
な
絶
対
的
状
態
」
か
ら

出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
精
神
は
そ
れ
を
出
て
「
自
己
自
身
を
限
定
し
つ
つ
」
、
あ
る
限
定
性
に
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
。
自

対
我
に
達
す
る
手
段
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
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明
』
に
お
け
る
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
『
体
系
計
画
』
第
一
段
の

己
限
定
と
は
、
自
己
自
身
を
客
観
と
す
る
こ
と
に
よ
り
自
己
を
有
限
化
し
つ
つ
自
己
自
身
の
意
識
に
達
す
る
精
神
で
あ
る
。
「
精
神
と
は
自

(33) 

己
限
定
へ
の
根
源
的
意
志
で
あ
る
」
。
『
自
我
論
』
や
『
書
簡
』
の
自
己
意
識
を
超
え
た
絶
対
我
に
代
っ
て
、
こ
こ
で
は
精
神
の
中
な
る
「
ニ

(34) 

重
性
」
が
強
調
さ
れ
る
。
「
精
神
の
一
切
の
行
為
は
無
限
を
有
限
に
お
い
て
表
出
す
る
こ
と
に
向
う
。
精
神
の
一
切
の
行
為
の
目
標
は
自
己

(35)

（

36) 

意
識
で
あ
り
、
こ
の
行
為
の
歴
史
は
自
己
意
識
の
歴
史
で
あ
る
」
。
精
神
は
無
規
定
性
か
ら
自
己
限
定
性
へ
と
「
生
成
」
す
る
歴
史
を
も
つ
。

(37) 

同
じ
こ
と
は
客
観
的
世
界
に
関
し
て
も
い
わ
れ
る
。
外
的
自
然
の
産
出
は
、
精
神
の
自
己
限
定
性
に
達
す
る
「
永
遠
な
生
成
」
の
一
過
程

(38) 

で
あ
る
。
「
物
質
は
矛
盾
す
る
能
動
性
の
均
衡
に
お
い
て
直
観
さ
れ
た
精
神
に
外
な
ら
ぬ
」
。
し
か
し
外
的
世
界
に
お
い
て
は
、
精
神
は
自
己
を

自
己
の
能
動
性
の
所
産
た
る
物
質
の
中
に
直
観
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
自
己
の
能
動
性
そ
の
も
の
を
直
観
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の

(39) 

限
り
、
外
的
世
界
の
産
出
に
関
わ
る
精
神
は
無
意
識
的
な
「
眠
れ
る
」
精
神
で
あ
る
。
外
的
世
界
は
自
己
意
識
的
精
神
に
と
っ
て
は
、
そ

(40) 

の
発
生
を
説
明
で
き
ぬ
「
過
去
」
と
な
る
。

『
解
明
』
は
精
神
の
「
二
重
性
」
を
説
き
、
「
自
己
意
識
の
歴
史
」
を
主
張
す
る
点
に
お
い
て
、

が
外
的
世
界
産
出
と
い
う
過
去
、
な
い
し
前
史
を
も
つ
と
考
え
た
点
に
お
い
て
フ
ィ
ヒ
テ
を
超
え
、
自
然
哲
学
へ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

シ
ェ
リ
ン
グ
が
精
神
を
「
無
規
定
的
状
態
」
か
ら
「
自
己
限
定
性
」

フ
ィ
ヒ
テ
的
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
精
神

へ
の
生
成
と
し
た
と
き
、
精
神
の
根
底
に
お
い
た
も
の
は
、
実
は
自

(41) 

然
を
も
生
成
し
う
る
よ
う
な
絶
対
者
で
あ
り
、
ま
た
は
絶
対
者
の
「
根
源
的
意
志
」
で
あ
る
。
こ
の
「
根
源
的
意
志
」
そ
の
も
の
は
、
「
理

(42) 

解
し
え
ぬ
も
の
、
無
根
拠
な
も
の
、
証
明
し
え
ぬ
も
の
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
依
然
と
し
て
自
己
意
識
を
超
え
た
絶
対
我
な
の
で
あ
る
。
『
解

「
絶
対
的
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
」
の
思
想
に
最
も
近
づ
い
て
い
る
と
は

い
え
よ
う
。
し
か
し
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
既
に
そ
れ
を
も
超
え
て
、
そ
の
自
己
意
識
的
精
神
の
過
去
を
も
包
括
す
る
よ
り
巾
広
い
精
神
の
思

想
に
達
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、

I

こ
れ
は
単
な
る
問
題
提
起
に
す
ぎ
な
い
が
＇
~
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
『
体
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系
計
画
』
を
何
ら
か
の
機
会
に
読
み
、
そ
こ
か
ら
の
影
響
で
こ
れ
ま
で
主
張
し
て
い
た
絶
対
我
に
自
己
意
識
性
を
与
え
よ
う
と
し
た
と
は

(43) 

『
知
識
学
第
一
序
論
』
の
影
響
を
指
摘
す
る
が
、
同
じ
こ
と
が

『
体
系
計
画
』
の
関
連
に
つ
い
て
も
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
そ
の
場
合
に
は
『
体
系
計
画
』

い
し
筆
写
は
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
の
指
示
す
る
よ
り
巾
の
狭
い
時
期
、
少
く
と
も
九
六
年
初
夏
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

論
者
は
『
体
系
計
画
』
の
作
者
を
シ
ェ
リ
ン
グ
と
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
を
こ
の
当
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ

哲
学
全
体
の
考
察
か
ら
示
し
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
今
後
新
し
い
資
料
が
発
見
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
論
者
は
『
体
系

計
画
』
第
一
段
の

「
自
己
意
識
的
」
に
し
て
「
絶
対
的
に
自
由
的
存
在
者
」
の
概
念
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
む
し
ろ
実
体
的
な
性
格
を
据
っ

た
絶
対
自
我
の
概
念
に
適
合
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
主
張
だ
け
で
満
足
し
た
い
。

『
解
明
』
と

の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
成
立
、
な

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
も
ま
た
、
こ
の
当
時
ニ
ー
ト
ハ
ン
マ
ー
の
要
望
に
応
じ
、
そ
の
編
集
す
る
哲
学
雑
誌
に
「
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て

(44) 

の
新
書
簡
」
と
題
す
る
論
文
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
ニ
ー
ト
ハ
ン
マ
ー
に
「
そ
の
哲
学
書
簡
に
お
い
て
、
私
は
、
我
々

が
そ
の
中
で
思
惟
し
、
実
存
し
て
い
る
諸
分
離
(die
T
r
e
n
n
u
n
g
e
n
)
を
解
明
す
る
原
理
を
見
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
原
理
は
さ
ら

に
ま
た
対
立
(
d
e
r
W
i
d
e
r
s
t
r
e
i
t
)
、
即
ち
主
体
と
客
体
の
対
立
、
我
々
の
自
我
と
世
界
の
間
、
勿
論
ま
た
理
性
と
啓
示
の
間
の
対
立
を
、

実
践
理
性
の
助
け
を
借
り
ず
に
理
論
的
に
知
的
直
観
に
お
い
て
消
滅
さ
せ
る
可
能
性
を
も
も
っ
て
お
り
ま
す
。
我
々
は
実
践
理
性
の
代
り

(45) 

に
美
的
感
覚
を
要
求
い
た
し
ま
す
」
。
「
こ
の
書
簡
に
お
い
て
、
私
は
哲
学
か
ら
詩
と
宗
教
へ
と
論
及
す
る
で
せ
う
」
（
九
六
年
二
月
）
と
抱

(46) 

負
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
い
う
「
分
離
」
と
は
、
九
五
年
四
月
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
る
『
判
断
と
存
在
』
と
名
づ
け
ら
れ

(3) 

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
説

い
え
ま
い
か
。
ラ
ウ
ト
は
『
解
明
』
に
与
え
た
フ
ィ
ヒ
テ
の
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観
が

た
断
片
で
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
述
べ
て
い
た
「
絶
対
存
在
」
の
主
客
と
い
っ
た
判
断
形
式
へ
の

テ
の
第
一
根
本
命
題
「
自
我
は
自
我
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
さ
え
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
九
五
年
一
月
の
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
で
、

く
、
「
絶
対
我
は
凡
ゆ
る
現
実
性
を
包
括
し
、
そ
れ
は
全
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
無
で
あ
る
、
従
っ
て
絶
対
我
に
と
っ
て
対
象
は
存
在
せ

ず
、
し
か
し
対
象
な
し
の
意
識
は
考
え
ら
れ
ぬ
」
か
ら
、
「
絶
対
我
に
お
い
て
意
識
は
考
え
ら
れ
ぬ
」
と
述
べ
て
い
た
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
の
絶
対
我
を
「
絶
対
存
在
」
と
解
釈
し
、

え
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
前
、

「
絶
対
存
在
」

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
「
生
き
と
し
生
け ヘ

へ
の
還
帰
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
シ
ラ
ー
宛
書
簡

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
絶
対
存
在
の
根
源
分
割
に
お
い
て
成
立
す
る
と
考

フ
ィ
ヒ
テ
の
絶
対
我
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
実
体
に
近

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
形
式
的
に
も
質
料
的
に
も
「
無
制
約
的
な
第
一
根
本
命
題
」
を
、

絶
対
我
の
分
割
に
成
立
す
る
、
そ
の
限
り
被
制
約
的
な
有
限
的
命
題
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
、

こ
の
判
断
、
あ
る
い
は
分
離
か
ら
そ
の
根
拠
、
な
い
し
前
提
で
あ
っ
た

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、

（
九
五
年
九
月
）
で
は
、
「
美
学
的
に
知
的
直
観
に
お
い
て
」
、
「
理
論
的
に
は
無
限
な
接
近
に
お
い
て
」
可
能
で
あ
る
と
述
べ
、
二
つ
の
途

(48) 

を
指
摘
し
て
い
た
。
理
論
的
立
場
に
お
け
る
「
無
限
な
接
近
」
と
は
、

お
そ
ら
く
判
断
に
よ
る

主
客
分
離
か
ら
主
客
の
同
一
性
を
回
復
し
、
そ
れ
を
よ
り
高
次
の
同
一
性
へ
と
無
限
に
昂
め
て
行
く
途
を
さ
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ル
ダ
ー
リ
ン
は
こ
の
ニ
ー
ト
ハ
ン
マ
ー
宛
書
簡
で
は
、
こ
の

「
無
限
な
接
近
」
と
い
う
途
を
放
棄
し
、
「
絶
対
我
に
お
け
る
主
客
の
合
一
」

は
、
美
学
的
の
み
な
ら
ず
、
「
理
論
的
」
に
も
「
実
践
理
性
の
助
け
」
を
借
り
ず
に
「
知
的
直
観
」
に
求
め
る
べ
き
だ
と
し
、
そ
の
知
的
直

「
美
的
惑
覚
」
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
と
一
歩
進
め
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
九
六
年
六
月
の
弟
宛
書
簡
で
、

ヘ
ル
ダ
ー
(49) 

リ
ン
は
「
か
の
普
遍
的
な
対
立
し
合
う
努
力
の
対
立
は
（
美
の
理
想
d
a
s
I
d
e
a
l
 d
e
r
 S
c
h
o
n
h
e
i
t
)
に
従
っ
て
合
一
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
述
べ
る
。
我
々
は
こ
こ
に
ヘ
ル
ダ
ト
リ
ン
の
美
的
観
念
論
が
成
立
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
美
的
観
念
論
は
『
ヒ
ュ

ー
ペ
リ
オ
ン
』
第
一
部
（
九
六
年
）
、
第
二
部
（
九
九
年
）
に
お
い
て
結
実
す
る
。
第
一
部
に
お
い
て
、

「
根
源
分
割
」
の
こ
と
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
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ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
先
述
の

し
か
し
な
が
ら
、
論
者
は
『
体
系
計
画
』
の
第
一
段
の

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
九
六
年
一
月
ヘ
ー
ゲ
ル
宛

「
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
」
の
概
念
だ
け
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
に
固
有
な
思
想

る
立
場
も
極
め
て
有
利
な
の
で
あ
る
。

(

5

0

}

-

5

1

}
 

る
す
べ
て
の
も
の
と
―
つ
に
な
る
こ
と
」
、
「
そ
れ
が
神
性
に
充
ち
た
生
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
至
境
」
で
あ
る
と
、
か
ね
て
か
ら
の
「
一

(52) 

に
し
て
全
」
の
思
想
を
改
め
て
宣
言
し
、
第
二
部
に
お
い
て
は
、
「
神
的
な
美
の
長
子
は
芸
術
で
あ
り
」
、
「
美
の
次
女
は
宗
教
で
あ
る
」
と

(53) 

し
た
上
で
、
「
詩
は
哲
学
の
発
端
で
あ
り
、
終
り
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
こ
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
主
張
は
、
『
体
系
計
画
』
の
第
二
段
、
第

三
段
に
適
合
し
た
思
想
で
あ
る
と
い
い
え
よ
う
。
特
に
第
二
段
の

綜
合
す
る
も
の
と
し
て
の

「
美
の
理
想
」
、
「
理
性
の
最
高
行
為
と
し
て
の
美
的
行
為
」
、
真
と
善
を

「
美
の
理
念
」
、
「
精
神
哲
学
」
が
「
美
的
哲
学
」
に
外
な
ら
ぬ
と
し
た
こ
と
、
「
詩
」
を
「
人
類
の
教
師
」
と
意

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
思
想
の
骨
格
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
段
に
関
し
て
は
、

ン
グ
説
を
と
る
史
家
も
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
強
い
影
響
を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
体
系
計
画
』
の
作
者
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
み

で
あ
る
と
考
え
る
。

『
判
断
と
存
在
』
に
お
い
て
、
「
自
己
意
識
」
の
可
能
性
を
問
い
、
「
私
が
私
を
私
自
身
に
対

立
さ
せ
る
、
即
ち
私
を
私
自
身
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
し
か
も
こ
の
分
離
に
も
拘
ら
ず
こ
の
対
立
し
た
自
我
に
お
け
る
私
を
私

(54) 

と
同
一
と
認
識
す
る
こ
と
に
成
立
す
る
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
己
分
離
と
自
己
同
一
に
成
立
す
る
「
自
己
意
識
」
は
「
絶
対
存

(55)

（

56) 

在
と
同
じ
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
分
離
は
ま
さ
に
「
絶
対
存
在
」
を
「
必
然
的
前
提
」
と
し
、
「
絶
対
存
在
」
の
把
握
が
「
知
的
直
観
」

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
絶
対
存
在
」
は
自
己
意
識
を
超
え
、
そ
の
限
り
、
先
述
の
ご
と
く
、

書
簡
で
主
張
し
て
い
た
ご
と
く
、
絶
対
我
は
私
に
と
っ
て
無
で
あ
り
「
自
己
意
識
に
と
っ
て
無
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
脈
絡
で
考
え
る
と
、

『
体
系
計
画
』
第
一
段
に
あ
る
、
第
一
の
理
念
た
る
「
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
」
と
「
共
に
」
、
「
同
時
に
全
世
界
が
無
か
ら
現
わ
れ

る
、
こ
れ
こ
そ
真
正
な
、
思
惟
可
能
な
無
か
ら
の
創
造
で
あ
る
」
と
い
う
「
無
」
に
つ
い
て
の
文
言
と
相
通
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知

義
づ
け
た
こ
と
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
説
を
と
る
史
家
も
シ
ェ
リ
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一
七
九
五
年
一
月
、

り
組
ん
で
い
る
、
カ
ン
ト
の
重
要
な
結
論
を
僕
達
が
抱
い
て
い
る
い
く
つ
か
の
理
念
に
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
研
究
し
た
い
、
カ
ン
ト

を
拠
り
所
と
し
て
こ
の
理
念
に
手
を
入
れ
た
い
」

道
徳
信
仰
の
確
立
さ
れ
た
今
、
神
に
関
す
る
正
当
な
理
念
を
諒
っ
て
ど
の
程
度
ま
で
、
た
と
え
ば
目
的
関
係
等
の
説
明
に
用
い
て
よ
い
も

の
か
I

正
当
な
理
念
を
道
徳
神
学
(
E
t
h
i
k
o
t
h
e
o
l
o
g
i
e
)
か
ら
い
ま
物
理
神
学
(
P
h
y
s
i
k
o
t
h
e
o
l
o
g
i
e
)
へ
と
も
っ
て
行
っ
て
こ
こ
で
ど
の

程
度
ま
で
通
用
さ
せ
て
よ
い
も
の
か
を
研
究
し
た
い
、
こ
の
こ
と
は
僕
達
が
摂
理
の
理
念
、
ま
た
一
般
に
奇
蹟
や
フ
ィ
ヒ
テ
の
ご
と
く
啓

(57) 

示
に
関
し
て
も
と
る
べ
き
道
筋
と
思
う
、
私
の
見
解
を
更
に
展
開
す
る
に
至
っ
た
ら
、
大
兄
の
批
判
を
乞
い
た
い
」
と
。
こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル

ラ
ン
を
も
っ
て
い
た
。

こ
の
当
時
、

(4) 

ヘ
ー
ゲ
ル
も
ま
た
あ
る
計
画
、
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、

ヘ
ー
ゲ
ル
説

れ
な
い
。
し
か
し
『
体
系
計
画
』
は
第
一
の
理
念
と
し
て
自
己
意
識
的
存
在
者
を
挙
げ
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
無
の
理
念
が
現
わ
れ
る
と
い

う
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
「
絶
対
存
在
」
に
つ
い
て
は
一
言
も
語
ら
な
い
の
で
あ
る
。

―
つ
の
プ

る
分
離
は
「
絶
対
存
在
」
を
根
本
前
提
と
す
る
。
第
一
の
理
念
は
「
絶
対
存
在
」
、
な
い
し
「
絶
対
我
」
で
あ
り
、
「
自
己
意
識
」
な
の
で
は

な
い
。
実
体
が
先
で
あ
っ
て
、
主
体
が
先
な
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
「
実
践
理
性
な
し
に
」
、
あ
る
い
は
「
実
践
理
性
に
代
っ
て
」
、
「
美
的
感

覚
」
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
体
系
計
画
』
の
第
一
段
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
結
び
つ
け
る
の
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

『
体
系
計
画
』
の
作
者
が
誰
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
成
立
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
果
し
た
役
割
は
重
大
で
あ
っ
た
と
い
い
え
よ
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ェ
リ
ン
グ
に
あ
て
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。
「
先
頃
以
来
僕
は
ま
た
カ
ン
ト
哲
学
の
勉
強
に
と

と
述
べ
、

さ
ら
に
「
僕
は
暇
に
な
っ
た
ら
立
ち
入
っ
て
も
っ
と
詳
し
く
研
究
し
た
い
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
、
自
己
意
識
、
さ
ら
に
凡
ゆ



24 

近
づ
く
」
こ
と
の
意
味
を
明
白
に
す
る
た
め
の
論
文
を
用
意
し
つ
つ
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
計
画
が
『
体
系
計
画
』

そ
の
も
の
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
断
定
で
き
な
い
が
、
『
体
系
計
画
』
第
一
段
の

て
の
形
而
上
学
の
思
想
に
展
開
し
て
い
る
と
云
っ
て
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
の

而
上
学
は
後
に
は
道
徳
に
結
着
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
こ
の

同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
凡
ゆ
る
実
践
的
要
請
の
完
全
な
体
系
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
カ
ン
ト
は
二
つ
の
実
践
的

、
、
、
、
、
、

要
請
で
た
だ
実
例
を
与
え
た
に
す
ぎ
ず
、
枚
挙
し
つ
く
し
て
は
い
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
二
つ
の
実
践
的
要
請
と
は
、
『
第

二
批
判
』
の

「
最
高
善
」
の
理
念
の
二
契
機
で
あ
っ
た
不
死
と
神
の
要
請
を
さ
す
が
、
既
に
カ
ン
ト
自
身
そ
の

和
論
』
に
お
い
て
、
最
高
善
の
理
念
を
「
神
の
国
」
、
「
世
界
共
和
国
」
、
「
永
遠
平
和
」
と
い
っ
た
歴
史
的
、
社
会
的
諸
理
念
に
多
彩
化
し

(59) 

て
い
た
こ
と
は
既
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
カ
ン
ト
か
ら
引
継
い
だ
諸
理
念
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
理
念
で
あ
っ
た
。
前
述
の

九
五
年
一
月
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
シ
ェ
リ
ン
グ
宛
書
簡
で
、

(60) 

念
を
挙
げ
、
「
理
性
と
自
由
が
我
々
の
標
語
だ
」
と
手
紙
を
結
ん
で
い
た
。
従
っ
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
世
界
市
民
的
理
念
」
、
「
神
の
国
」
、
「
目
に
み
え
ぬ
教
会
」
の
諸
理

点
と
す
る
目
的
の
体
系
を
、
最
高
善
か
ら
で
は
な
く
、
自
己
意
識
的
道
徳
存
在
者
の
理
性
と
自
由
か
ら
再
構
成
し
、
そ
の
要
請
を
改
め
て

枚
挙
し
、
体
系
化
せ
ん
と
し
よ
う
と
し
た
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
が
こ
の
書
簡
で
い
う
「
カ
ン
ト
を
拠
り
所
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
理

の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
シ
ェ
リ
ン
グ
ヘ
の
書
簡
を
み
る
か
ぎ
り
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ま
さ
に
カ
ン
ト
の
最
高
善
の
理
念
を
項

（
形
而
上
学
た
る
べ
き
）
倫
理
学
は
、
凡
ゆ
る
理
念
の
、
あ
る
い
は

「
凡
ゆ
る
実
践
的
要
請
の
完
全
な
る
体
系
」
と
し

の
研
究
計
画
が
ど
の
程
度
実
現
し
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
同
年
八
月
末
、

そ
の
礼
を
述
べ
る
と
共
に
「
僕
は
以
前
あ
る
論
文
で
神
に
近
づ
く
と
は
何
を
意
味
し
う
る
か
」
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て

(58) 

そ
の
中
で
「
実
践
理
性
が
現
象
の
世
界
に
命
令
す
る
と
い
う
要
請
、
そ
の
他
の
要
請
の
満
足
を
見
出
そ
う
と
し
た
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら

ヘ
ー
ゲ
ル
は
カ
ン
ト
の
枠
内
に
い
な
が
ら
カ
ン
ト
の
要
請
論
を
再
考
し
、
「
神
に

『
体
系
計
画
』
の
主
張
を
繰
り
返
す
と
、
「
全
形

『
宗
教
論
』
や
『
永
遠
平

ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
第
二
作
『
自
我
論
』
に
接
し
、
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の て
は
理
解
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
の

念
に
「
手
を
入
れ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
道
徳
神
学
」
か
ら
「
物
理
神
学
」

リ
ン
グ
宛
書
簡
（
九
五
年
四
月
）
で
、

へ
と
視
野
を
拡
げ
る
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
シ
ェ

(61) 

ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
カ
ン
ト
の
体
系
と
そ
の
完
成
か
ら
僕
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
革
命
を
期
待
す
る
」
と
述

べ
る
が
、
こ
の
カ
ン
ト
の
実
践
理
性
の
体
系
化
が
、
ま
さ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
の
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
『
体
系
計
画
』
の
も
つ
ラ

デ
ィ
カ
ル
な
新
し
い
哲
学
へ
の
熱
望
と
い
う
ト
ー
ン
は
、

少
く
と
も
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が
構
想
し
て
い
た
「
神
に
近
づ
く
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
」
に
関
す
る
論
文
と
こ

『
体
系
計
画
』
と
は
密
接
な
関
係
を
も
つ
と
断
じ
て
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。-62} 

こ
の
『
体
系
計
画
』
は
、
デ
ュ
ー
ジ
ン
ク
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
当
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
よ
り
も
、
も
う

少
し
カ
ン
ト
の
要
請
論
の
立
場
に
近
か
っ
た
人
の
作
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
け
れ
ど
も
、
既
に
屡
し
ば
指
摘
し
て
き
た
ご
と
く
、
こ
の
当

時
の
ヘ
ー
ゲ
ル
も
既
に
カ
ン
ト
の
要
請
論
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ベ
ル
ン
期
ヘ
ー
ゲ
ル
の
カ
ン
ト
受
容
の
根
本
特
徴
は
、

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
革
命
へ
の
期
待
」
と
い
う
熱
情
な
く
し

カ
ン
ト
の
純
粋
な
道
徳
律
の
み
を
尊
重
す
る
、
即
ち
純
粋
な
実
践
理
性
の
み
で

人
間
理
性
は
神
的
理
性
に
達
し
う
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
立
て
ば
、

ゞ

カ
ン
ト
カ

『
実
践
理
性
批
判
』
の
「
弁
証
論
」
で
示

(63) 

ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
神
的
火
花
」
は
凡
ゆ

し
て
い
た
不
死
と
神
の
彼
岸
的
要
請
は
ま
っ
た
く
拒
否
さ
れ
る
。
既
に
何
度
も
指
摘
し
た
ご
と
く
、

(64) 

る
人
間
の
実
践
理
性
に
宿
っ
て
い
る
と
考
え
、
イ
エ
ス
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
そ
の
「
個
体
的
実
例
」
と
し
、
そ
の
人
々
に
は
不
死
の
要
請
は(65) 

不
必
要
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
て
い
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
カ
ン
ト
が
「
神
聖
性
の
理
念
」
を
弧
立
さ
せ
、
彼
岸
的
に
し
た
こ
と
を
非
難
す
る

(66)

（

67) 

と
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
が
「
人
間
性
随
落
の
命
題
」
を
前
提
し
、
そ
れ
を
救
う
者
と
し
て
中
保
者
イ
エ
ス
を
信
ず
る
と
い
う
「
廻
り
道
」

を
と
る
こ
と
に
強
い
言
葉
で
非
難
を
浴
び
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ン
期
ヘ
ー
ゲ
ル
の
結
論
は
、
「
信
仰
」
と
い
う
も
の
が
「
理
性
は
絶

(68) 

対
的
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
に
お
い
て
完
成
し
て
い
る
と
い
う
意
識
の
欠
乏
」
に
成
立
す
る
と
い
う
人
間
理
性
の
完
全
性
へ
の
絶
対
的
信
頼
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繰
り
返
し
て
云
う
と
、
当
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が

徳
の
人
々
」
と
い
う
理
念
に
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

「
ス
ピ
ノ
チ
ス
ト
」
に
な
っ
た
こ
と
、
即
ち
フ

的
に
は
当
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の

「
人
格
性
」
の
否
定
に
つ
い
て
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
異
議
に
見
出
し
う
る
し
、
積
極
的
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の

「有

「
第
一
の
理
念
」
と
い

゜
ニノ

ヘ
ー
ゲ
ル
は
カ
ン
ト
要
請
論
の
中
、
カ
ン
ト
が

(69) 

和
国
」
と
い
っ
た
歴
史
哲
学
的
要
請
の
み
は
継
承
す
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
生
来
の
性
格
で
あ
っ
た
人
倫
的
関
心
は
、

目
的
と
し
て
示
し
た
社
会
的
、
歴
史
的
理
念
に
関
し
て
は
カ
ン
ト
を
継
承
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
既
述
の

か
ら
物
理
神
学
へ
」
拡
大
す
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
『
体
系
計
画
』
第
一
段
に
あ
る
自
然
学
や
歴
史
、
国
家
へ
の
言
及
は
い
ず
れ
も
カ
ン

ト
要
請
論
の
再
解
釈
、
体
系
化
あ
る
い
は
道
徳
神
学
か
ら
物
理
神
学
へ
の
移
行
に
関
連
し
て
成
立
す
る
文
言
で
あ
る
と
解
し
う
る
で
あ
ろ

と
こ
ろ
で
、
『
体
系
計
画
』
第
一
段
の
最
大
の
問
題
点
は
、
「
精
神
の
絶
対
的
自
由
」
を
揃
う
主
体
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の

「
絶
対
我
」
、
な
い
し
絶
対
存
在
で
は
な
く
、
「
絶
対
的
に
自
由
な
存
在
者
と
し
て
の
私
自
身
の
表
象
」
を
も
つ
「
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
」

で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
凡
ゆ
る
理
念
」
、
「
凡
ゆ
る
実
践
的
要
請
」
の

わ
れ
る
。
こ
の
思
想
は
論
者
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
『
体
系
計
画
』

し
か
し
同
時
に
、

ス
ト
教
の
既
定
性
に
通
じ
、

に
あ
る
。
こ
の
思
想
は
、
『
体
系
計
画
』
第
一
段
の
結
論
部
分
に
あ
る
「
叡
智
的
世
界
を
自
ら
に
捌
い
、
神
と
不
死
を
自
己
の
外
に
求
め
る

必
要
の
な
い
凡
ゆ
る
精
神
の
絶
対
的
自
由
」
の
思
想
と
完
全
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
カ
ン
ト
的
実
践
理
性
の
完
全
な
自
律

性
を
経
承
す
る
が
、
最
高
善
の
理
念
が
含
む
神
と
不
死
の
理
念
の
彼
岸
性
を
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
カ
ン
ト
の
彼
岸
性
は
キ
リ

ヘ
ー
ゲ
ル
は
キ
リ
ス
ト
教
の
既
定
性
を
も
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
宗
教
論
』
や
『
永
遠
平
和
論
』
で
示
し
た
「
神
の
国
」
、
「
世
界
共

「
正
当
な
理
念
を
道
徳
神
学

「
完
全
な
る
体
系
」
の

カ
ン
ト
が
人
類
の
窮
極

の
作
者
を
ヘ
ー
ゲ
ル
と
断
す
る
根
拠
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
消
極
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ィ
ヒ
テ
の
絶
対
我
を
ス
ピ
ノ
ザ
の
実
体
に
近
づ
け
て
解
し
、
そ
の
た
め
絶
対
我
は
凡
ゆ
る
自
己
意
識
を
越
え
、
人
格
性
を
越
え
て
い
る
と

し
て
人
格
神
を
否
定
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
書
簡
に
接
す
る
以
前
、
九
五
年
一
月
「
道
徳
神
学
か

ら
物
理
神
学
へ
」
カ
ン
ト
の
要
請
論
を
拡
大
し
た
い
と
自
己
の
抱
負
を
述
べ
た
書
簡
に
お
い
て
、
既
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
控
え
目
な
が
ら
シ
ェ

リ
ン
グ
に
「
俗
人
ど
も
の
証
明
の
取
扱
方
に
よ
れ
ば
、
個
人
的
人
格
神
が
い
き
な
り
跳
び
出
す
」
と
君
は
批
判
す
る
が
、
「
そ
う
い
う
言
い

廻
し
は
僕
に
は
理
解
で
き
な
い
」
。
「
君
は
僕
等
に
は
そ
こ
ま
で
は
達
せ
ら
れ
な
い
と
思
う
の
か
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。
九
五
年
四
月
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ェ
リ
ン
グ
に
「
カ
ン
ト
の
体
系
と
そ
の
最
高
の
完
成
か
ら
ド
イ
ツ
に
お
け
る
革
命
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
人
は

『
自
我
論
』
で
自

非
常
な
高
所
に
高
め
ら
れ
る
」
、
「
そ
の
最
高
所
で
は
人
は
目
ま
い
を
覚
え
る
だ
ろ
う
」
と
し
、
「
人
間
の
尊
厳
を
高
く
評
価
し
、
人
間
を
精

{72) 

神
と
同
列
に
高
め
る
自
由
の
能
力
」
が
人
間
に
存
す
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
同
年
八
月
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ェ
リ
ン
グ
が

我
に
ス
ピ
ノ
ザ
的
な
唯
一
の
実
体
性
を
帰
す
が
、
実
体
概
念
は
偶
有
性
と
対
と
な
る
概
念
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
「
実
体
の
概
念
は
絶
対

(73) 

我
に
は
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
自
我
意
識
に
現
れ
る
よ
う
な
経
験
我
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
問
い
か
け
て

い
る
。
こ
の
書
簡
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
意
図
は
、
絶
対
我
に
実
体
性
を
帰
す
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ

自
身
、
『
自
我
論
』
に
続
く
『
書
簡
』
に
お
い
て
は
、
絶
対
我
は
超
自
己
意
識
的
で
あ
り
、
そ
の
限
り
そ
れ
は
「
絶
対
的
客
体
」
に
通
じ
、

理
論
的
に
は
批
判
主
義
も
独
断
論
も
同
一
の
体
系
に
帰
す
結
果
が
起
る
故
に
、
批
判
主
義
は
有
限
我
か
ら
絶
対
我
へ
無
限
に
接
近
す
る
実

践
の
立
場
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
い
た
。

簡
』
の
立
場
の
先
取
り
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。

い
ま
ヘ
ー
ゲ
ル
が
シ
ェ
リ
ン
グ
に
提
出
し
て
い
る
疑
問
は
、
こ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の

つ
い
で
、
こ
の
書
簡
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
『
自
我
論
』
で
は
絶
対
我
と
経

験
我
の
関
係
に
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
難
じ
て
い
る

oz
ヘ
ー
ゲ
ル
の
意
中
を
こ
の
書
簡
だ
け
か
ら
推
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、

既
に
前
稿
で
述
べ
た
ご
と
く
、
論
者
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
絶
対
我
を
承
認
し
つ
つ
も
、
な
お
そ
れ
に
経
験
我
に
相
通
ず
る
よ
う
な
人
格
性
、
自 『書
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人
格
性
と
人
間
の
人
格
性
の
連
続
性
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
つ
い
て
刑
死
を
前
に
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
友
人
達
と
霊
魂
の
不
死
に
つ
い
て
語
り
つ
つ
、
「
人

(71) 

間
精
神
が
自
己
の
死
す
べ
き
伴
侶
た
る
肉
体
を
忘
れ
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
て
上
昇
で
き
る
よ
う
な
一
点
」
に
達
し
た
と
す
る
。
こ
の
よ
う

な
一
点
に
イ
エ
ス
も
達
し
て
い
た
。
「
復
活
の
思
想
を
必
要
と
す
る
の
は
徳
や
最
高
善
と
い
う
理
念
を
自
己
の
中
に
生
き
生
き
と
し
た
姿
で

(78) 

も
っ
て
い
な
い
よ
う
な
貧
弱
な
精
神
」
に
す
ぎ
な
い
。
徳
の
人
・
イ
エ
ス
の
教
え
が
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
既
定
宗
教
に
転
ず
る
の
は
、
イ

(79) 

エ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
的
エ
ー
ト
ス
の
前
に
「
挫
折
」
し
た
こ
と
に
あ
り
、
イ
エ
ス
の
本
心
で
は
な
か
っ
た
と
こ
の
当
時
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
考
え
て

(80) 

い
る
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
既
定
化
は
教
会
、
国
家
の
「
悪
い
政
治
が
人
間
性
を
堕
落
さ
せ
た
」
こ
と
と
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
「
人

(81)

（

82) 

間
の
尊
厳
」
は
「
人
間
が
自
分
自
身
の
中
に
、
真
な
る
自
己
の
中
に
求
め
る
べ
き
も
の
」
で
あ
り
、
「
自
己
の
理
性
」
と
「
自
己
意
識
」
を

(83) 

も
っ
て
主
体
的
に
行
為
す
る
こ
と
に
成
立
す
る
。
人
間
に
は
「
神
性
に
由
来
す
る
神
的
火
花
」
が
宿
り
、
そ
れ
を
主
体
的
に
形
成
し
て
い

く
こ
と
、
端
的
に
い
え
ば
、
人
格
の
形
成
、
「
有
徳
の
人
々
」
の
理
念
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
第
一
の
理
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
神

的
火
花
」
は
凡
ゆ
る
人
格
に
宿
り
、
庶
民
の
「
理
性
の
美
し
い
火
花
〗
で
も
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
イ
エ
ス
は
「
我
々
の
肉
と
同
じ
肉
、
我

(85) 

々
の
骨
と
同
じ
骨
を
有
す
る
」
ば
か
り
で
は
な
く
「
我
々
の
精
神
と
同
じ
精
神
、
我
々
の
力
と
同
じ
力
」
を
有
し
、
我
々
が
彼
等
に
「
道

(86)

（

87) 

徳
的
共
感
」
を
覚
え
る
の
は
、
彼
等
が
我
々
に
宿
る
「
神
的
火
花
」
の
「
個
体
的
実
例
」
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
神
の

と
と
な
る
が
、

己
意
識
性
を
承
認
し
、
そ
の
結
果
、
人
格
あ
る
い
は
自
己
意
識
に
お
い
て
絶
対
我
と
経
験
我
の
神
と
人
と
の
人
格
の
連
続
性
を
主
張
し
よ

(75) 

う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
神
と
人
と
の
精
神
と
精
神
の
連
続
性
は
、
チ
ュ
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
か
ら
ベ
ル
ン
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の

(76) 

ソ
ク
ラ
テ
ス
や
イ
エ
ス
に
み
る
「
有
徳
の
人
々
」
の
理
念
に
お
い
て
、
積
極
的
な
証
拠
を
我
々
は
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
す
こ

『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
で
謳
っ
た
神
々
と
人
間
の

「
い
の
ち
」
と
「
行
為
」

の
相
照
応



29 

あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、

明
』
は
、
自
己
意
識
成
立
以
前
の
絶
対
者
の

や
、
人
々
の
額
に
「
完
成
の
光
輝
」
が
宿
り
、
そ
れ
が
「
一
な
る
神
性
」
に
通
ず
る
と
い
っ
た
文
言
に
お
い
て
も
積
極
的
に
承
認
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
神
と
人
と
は
精
神
と
精
神
の
交
わ
り
を
な
す
。
か
く
し
て
『
体
系
計
画
』
の
「
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
」
の
理
念
や
、

彼
岸
的
な
神
や
不
死
の
要
請
を
拒
否
す
る
「
絶
対
的
自
由
存
在
者
」
の
理
念
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
な
の
で
あ
る
。

な
実
践
理
性
に
基
く
に
し
て
も
、
カ
ン
ト
哲
学
の
根
幹
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
我
と
経
験
我
、
神
と
人
と
の
人
格
と
人
格
の
連
続
性
の
屯
張
は
、
た
と
え
そ
の
根
拠
が
カ
ン
ト
の
純
粋

カ
ン
ト
が
主
張
す
る
叡
知
界

と
現
象
界
の
区
別
が
克
服
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
二
元
論
に
代
っ
て
、
自
由
な
自
己
意
識
的
理
性
の
一
元
論
が
主
張
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
『
体
系
計
画
』
は
こ
の
一
元
論
を
改
め
て
、
凡
ゆ
る
領
域
に
亘
っ
て
主
張
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
体
系
計
画
』
が
ま
ず
提
出
す
る
問
題
は
世
界
成
立
の
問
題
で
あ
る
。
超
人
格
的
絶
対
我
に
立
つ
シ
ェ
リ
ン
グ
も
、
超
意
識
的
絶
対
存
在

を
出
発
点
と
す
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
も
、
有
限
な
自
我
意
識
と
「
共
に
」
、
あ
る
い
は
「
同
時
に
」
成
立
し
て
い
る
客
観
的
世
界
成
立
の
問
題

に
対
し
て
は
「
謎
」
と
し
か
い
い
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
シ
ェ
リ
ン
グ
に
と
っ
て
、
絶
対
我
は
直
ち
に
「
存
在
」
で
あ
っ
て
、
「
無
」

で
は
な
い
。
さ
ら
に
そ
れ
は
超
人
格
的
と
し
て
「
絶
対
的
客
体
」
で
あ
り
え
て
も
、
絶
対
的
客
体
は
存
在
で
あ
っ
て
「
無
」
で
は
な
い
。

超
人
倫
的
存
在
の
立
場
に
立
て
ば
、
そ
れ
は
自
己
意
識
を
越
え
て
い
る
と
同
時
に
自
己
意
識
の
客
観
で
あ
る
世
界
を
も
越
え
て
い
る
の

で
あ
る
。
世
界
の
成
立
を
語
る
と
し
て
も
「
存
在
か
ら
の
創
造
」
と
し
か
い
い
え
ず
、
「
無
か
ら
の
創
造
」
は
語
り
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。
既
述

の
ご
と
く
、
『
解
明
』
に
お
い
て
シ
ェ
リ
ン
グ
は
世
界
成
立
の
謎
に
答
え
る
べ
く
、
実
体
的
な
絶
対
我
よ
り
も
む
し
ろ
「
有
限
と
無
限
の
根

(88) 

源
的
統
一
」
と
し
て
の
「
精
神
」
な
る
概
念
を
立
て
、
精
神
の
自
己
意
識
性
か
ら
世
界
成
立
を
解
釈
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
解

「
根
源
的
意
志
」
を
説
き
、
『
体
系
計
画
』
の
「
無
か
ら
の
創
造
」
と
は
明
白
に
異
な
る
の
で

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
も
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
ご
と
く
、
「
絶
対
存
在
」
は
自
己
意
識
を
超
え
、
従
っ
て
世



30 

後
の
今
日
『
イ
エ
ナ
体
系
企
画
』
と
総
称
さ
れ
て
い
る
『
実
質
哲
学
』
の

よ
う
な
大
規
模
な
自
然
学
で
あ
る
と
い
う
。

あ
る
い
は
「
目
的
関
係
」
の
た
め
の
媒
体
と
な
る
。
カ
ン
ト
が

界
を
超
え
、
そ
の
事
情
を
自
己
意
識
の
側
か
ら
い
え
ば
、
「
絶
対
存
在
」
は
「
無
」
な
の
で
あ
る
。
即
ち
絶
対
存
在
を
無
と
し
、
世
界
を
絶

対
存
在
か
ら
の
、
あ
る
い
は
無
か
ら
の
創
造
と
解
す
る
た
め
に
は
自
己
意
識
の
立
場
を
先
行
さ
せ
、
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
し
か
し
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
は
、
「
絶
対
存
在
」
は
自
己
意
識
の

「
根
源
的
意
志
」
を
捨

リ
ン
は
「
実
践
理
性
」
な
し
で
築
き
う
る
体
系
を
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
見
解
が
正
し
け
れ
ば
、
自
己
意
識
的
理
性
を
第
一

の
理
念
と
す
る
立
場
の
み
が
、
そ
れ
と
「
共
に
」
、
「
同
時
に
全
世
界
が
無
か
ら
登
場
す
る
」
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
り
、
「
こ
れ

こ
そ
が
唯
一
の
真
な
、
思
惟
可
能
な
無
か
ら
の
創
造
」
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。
『
体
系
計
画
』
の
作
者
は
ヘ
ー
ゲ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
己
意
識
的
理
性
の
一
元
論
は
、
「
世
界
の
無
か
ら
の
創
造
」
を
第
二
の
理
念
と
し
た
上
で
、
自
然
全
体
の
解
明
に
向
う
。
絶
対
我
と
経

(89) 

験
我
の
連
続
性
の
主
張
、
叡
智
界
と
現
象
界
の
二
元
論
の
否
定
は
、
カ
ン
ト
が
自
然
の
根
底
に
想
定
し
た
「
超
感
性
的
基
体
」
を
否
定
す
る
こ

と
を
意
味
し
、
自
然
は
そ
の
ま
ま
現
象
界
と
な
る
。
自
然
は
い
は
ば
自
己
の
奥
を
も
た
ず
、
自
己
意
識
的
存
在
者
の
自
己
実
現
の
た
め
の
、

『
判
断
力
批
判
』
に
お
い
て
主
張
し
て
い
た
自
由
実
現
の
た
め
の
自
然
の

合
目
的
性
が
、
こ
こ
で
は
自
然
の
「
超
感
性
的
基
体
」
が
取
り
払
わ
れ
た
た
め
、
自
由
の
一
方
的
な
展
開
が
「
物
理
神
学
」
と
し
て
成
立

(90) 

た
と
え
ば
カ
ン
ト
の
「
自
然
の
意
図
」
、
あ
る
い
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の

す
る
こ
と
と
な
る
。
即
ち
『
体
系
計
画
』
は
、

象
し
て
、
端
的
に
「
世
界
は
道
徳
的
存
在
者
の
た
め
に
い
か
に
造
く
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
(
m
i
.
i
s
s
e
n
)
」
と
い
う
形
で
「
自
然
学
」

を
構
想
す
る
。
そ
の
自
然
学
は
「
再
び
翼
を
も
ち
」
、
「
哲
学
が
理
念
を
、
経
験
が
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
」
「
創
造
的
精
神
を
満
足
せ
し
め
る
」

ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
が
、
こ
の
よ
う
な
自
然
学
を
幾
分
な
り
と
も
展
開
す
る
の
は
、
イ
エ
ナ
移
住

「
自
然
哲
学
」
の
部
分
に
お
い
て
で
あ
り
、
し
か
も
シ
ェ
リ
ン

グ
が
一
七
九
六
年
ラ
イ
プ
チ
ヒ
移
住
後
に
展
開
し
た
自
然
哲
学
の
影
響
の
下
に
始
め
て
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
体

「
必
然
的
前
提
」
で
あ
っ
て
逆
で
は
な
い
。
し
か
も
ヘ
ル
ダ
ー
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系
計
画
』
の
作
者
を
ヘ
ー
ゲ
ル
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
構
想
す
る
自
然
学
は
、

ふ

91)

自
然
を
「
自
立
的
な
も
の
」
と
み
な
し
、
「
一
切
を
自
然
力
か
ら
説
明
」
す
る
こ
と
を
「
第
一
の
原
則
」
と
す
る
自
然
学
で
あ
る
。
自
然
を

(92) 

「
自
己
意
識
の
オ
ル
ガ
ン
」
と
み
る
に
す
ぎ
ぬ
先
験
哲
学
の
自
然
の
説
明
は
「
無
意
味
」
で
あ
り
、
自
然
学
は
「
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
」
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
学
は
、
『
体
系
計
画
』
の
作
者
の
考
え
る
自
己
意
識
的
な
自
由
存
在
者
が
自
己
実

現
の
た
め
に
要
求
す
る
自
然
の
概
念
か
ら
も
、
自
然
学
の
概
念
か
ら
も
遠
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が

{93) 

性
』
の
「
基
本
稿
」
の
結
び
の
部
分
で
述
べ
て
い
た
「
詩
的
想
像
に
基
づ
く
自
然
学
の
基
礎
づ
け
」
と
い
う
文
言
の
方
が
、
こ
の

し
か
し
な
が
ら
、
自
己
意
識
の
自
己
実
現
の
た
め
の
自
然
の
あ
り
方
と
し
て
の
み
自
然
学
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
先
験
哲
学
的
に
す

ぎ
ず
、
カ
ン
ト
が
道
徳
的
理
性
の
感
性
的
自
然
へ
の
一
方
的
支
配
を
許
し
た
の
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
生
ず
る
か
も
し
れ
ぬ
。

し
か
し
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
で
は
、

『
体
系
計
画
』
に
お
い
て
も
、
自
然
な
い
し
感
性
は
、
た
と
え
ば
後
述
す
る
「
美
」
の
理
念
や
「
感
性
的
宗
教
」
の
理
念

に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
単
に
自
由
の
実
現
の
た
め
の
道
具
と
し
て
で
は
な
く
、
自
由
に
本
質
的
に
調
和
し
、
相
呼
応
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
論
者
は
、
こ
の
ギ
リ
シ
ア
主
義
に
お
い
て
、

か
し
『
体
系
計
画
』
は
、
自
律
的
自
由
と
自
律
的
自
然
の
関
係
を
明
白
に
提
示
し
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
先
ず
ま
だ
ヘ
ー
ゲ
ル
に
残
る
カ
ン
ト
主
義
を
一
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

る
よ
り
根
源
的
な
原
理
が
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
、

て
い
た
。
こ
の

計
画
』
の
自
然
学
に
近
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
自
由
と
自
然
、
理
性
と
感
性
を
一
元
化
す

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
移
っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
仕
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
『
体
系
計
画
』
の
作
者
は
「
人
造
物
」
の
世
界
に
移
り
、
国
家
に
つ
い
て
論
じ
始
め
る
。
既
述
の
ご
と
く
、
『
体
系
計
画
』
の
作

ヘ
ー
ゲ
ル
は
カ
ン
ト
、

フ
ィ
ヒ
テ
を
越
え
え
た
と
主
張
し
た
い
。
し

チ
ュ
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
に
戻
っ
て
ギ
リ
シ
ア
的
な
自
律
的
自
然
観
を
認
め

『
体
系

『
キ
リ
ス
ト
教
の
既
定
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定
し
た
の
で
は
な
い
。

者
は
「
自
由
の
対
象
た
る
も
の
の
み
が
理
念
で
あ
る
」
と
し
、
国
家
は
「
機
械
的
で
あ
っ
て
非
人
間
的
で
あ
り
」
、
国
家
に
い
か
な
る
理
念

も
承
認
し
な
い
こ
と
こ
そ
「
人
間
性
の
理
念
」
で
あ
る
と
し
て
「
我
々
は
国
家
を
超
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
、
「
国
家
は
終
焉
し
な
け
れ

に
不
適
合
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ば
な
ら
ぬ
」
と
国
家
に
対
し
て
厳
し
い
姿
勢
を
と
る
。
こ
の
厳
し
い
姿
勢
は
、
終
生
、
国
家
に
最
高
の
価
値
を
承
認
し
て
い
た
ヘ
ー
ゲ
ル

(94) 

ペ
ゲ
ラ
ー
が
分
析
す
る
ご
と
く
、
こ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
批
判
す
る
国
家
は

教
会
と
癒
着
し
て
信
仰
を
強
制
し
、
凡
ゆ
る
人
間
か
ら
主
体
的
自
由
を
掠
奪
し
、
「
自
由
な
人
間
を
機
械
的
な
歯
車
仕
掛
け
に
し
て
了
う
」

よ
う
な
悟
性
的
国
家
な
の
で
あ
る
。

の
作
と
さ
れ
る
『
ド
イ
ツ
憲
法
論
』

ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
の
理
想
的
国
家
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
キ
リ
ス
ト
教
の
既
定
性
』
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
国
家
の
仕
組
み
を
徹
底
的
に
分

析
し
つ
つ
明
白
に
否
定
し
て
い
た
。
屡
々
指
摘
し
た
ご
と
く
、

チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
以
来
、

ギ
リ
シ
ア
ポ
リ
ス
の
共
和
国
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ベ
ル
ン
期
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
も
変
ら
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
ポ
リ
ス
に
生
き
る
自

(95) 

由
な
共
和
主
義
者
は
「
自
分
の
民
族
の
精
神
の
中
で
祖
国
の
た
め
に
自
分
の
力
を
尽
し
、
生
命
を
捧
げ
た
」
。
彼
ら
が
そ
れ
を
な
し
た
の
は

(96) 

主
体
的
な
「
自
己
の
理
念
、
義
務
」
の
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
の
共
和
精
神
は
貴
族
主
義
と
専
制
主
義
に
席
巻
さ

れ
、
残
さ
れ
た
も
の
は
私
的
利
益
の
み
で
あ
っ
た
。
国
家
は
「
機
械
」
に
な
り
、
国
民
は
そ
の
「
歯
車
」
と
な
り
、
「
凡
ゆ
る
政
治
的
自
由

(99)

（

100) 

は
失
わ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
自
由
喪
失
と
同
時
に
、
そ
の
「
反
映
」

(
R
e
f
l
e
x
i
o
n
)
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
興
隆
、
さ
ら
に
は
そ
の
「
既

定
化
」
、
神
そ
の
も
の
の
「
客
体
化
」
が
出
来
し
た
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
鋭
い
分
析
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
否
定
す
る
の
は
こ

の
よ
う
な
国
家
で
あ
り
、
近
代
国
家
が
個
人
の
私
的
利
益
を
優
先
せ
し
め
る
限
り
、
近
代
国
家
も
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(101) 

の
冒
頭
の
言
葉
「
ド
イ
ツ
は
も
は
や
国
家
で
は
な
い
」
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
の
嘆
き
も
以
上
の
よ
う
な

脈
絡
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
八

0
二
年

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ギ
リ
シ
ア
ポ
リ
ス
の
ご
と
く
、
万
人
の
自
由
が
有
機
的
に
確
保
さ
れ
る
国
家
ま
で
否
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み
を
尊
重
す
る
国
家
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の

ビ
ン
ゲ
ン
や
ベ
ル
ン
初
期
の

『
民
族
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
』
に
お
い
て
、

自
己
意
識
的
自
由
の
一
元
論
の
立
場
は
、
経
験
的
自
由
と
絶
対
的
自
由
の
連
続
性
を
説
く
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
経
験
的
自
由
は
絶
対

「
完
成
」
す
る
と
主
張
す
る
点
に
、

的
自
由
へ
無
際
限
に
接
近
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
こ
の
連
続
的
接
近
は
、
単
な
る
接
近
で
は
な
く
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
イ

(102) 

エ
ス
と
い
っ
た
「
有
徳
の
人
々
」
に
そ
の
個
体
的
実
例
を
み
る
ご
と
く
、
「
完
成
」
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
単
な
る
「
接
近
」
で
は
な
く
、

(103) 

カ
ン
ト
や
フ
ィ
ヒ
テ
と
異
な
っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
独
自
の
立
場
が
あ
る
。

「
神
聖
性
の
理
念
」
の
ご
と
く
、
彼
岸
的
な
神
を
要
請
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
「
有
徳

の
人
々
」
の
額
に
は
「
完
成
の
光
が
輝
く
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
も
イ
エ
ス
も
人
間
で
あ
る
。
そ
の
限
り
、
た
え

ず
未
完
成
の
苦
悩
や
不
安
が
つ
き
ま
と
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
安
に
対
し
て
は
、
何
ら
か
の
保
証
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
チ
ュ
ー

ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
保
証
を
共
和
的
精
神
に
満
ち
た
ギ
リ
シ
ア
ポ

リ
ス
に
見
出
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
人
々
は
「
人
間
の
自
然
な
欲
求
、
秩
序
正
し
い
感
性
の
節
制
」
に
従
っ
て
生
き
、
「
愛
」
を
「
道
徳
的

感
情
の
根
本
原
理
」
と
し
て
生
き
た
。
そ
こ
に
成
立
す
る
「
民
族
宗
教
」
は
「
美
し
い
想
像
力
」
に
よ
る
「
人
間
的
な
気
配
り
」
を
も
ち
、

(lOI) 

「
偉
大
な
心
術
を
生
み
育
て
、
自
由
と
手
を
携
え
て
進
む
」
「
人
間
的
」
な
「
自
然
的
」
な
宗
数
で
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
よ
う
な
ギ
リ

（
廊
）

シ
ア
ポ
リ
ス
と
そ
の
民
族
宗
教
に
「
有
徳
の
人
々
」
が
成
立
す
る
「
外
的
保
証
」
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ン
後
期
の

ス
ト
教
の
既
定
性
』

の

「
続
稿
」
に
お
い
て
も
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ギ
リ
シ
ア
的
エ
ー
ト
ス
ヘ
の
憧
憬
は
少
し
も
変
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
へ
の

批
判
、
そ
れ
と
裏
返
し
の
ギ
リ
シ
ア
ヘ
の
憬
れ
、
特
に
全
と
個
が
調
和
的
に
和
合
し
て
生
き
る
ポ
リ
ス
の
姿
は
、
主
体
的
自
由
実
現
の
保

証
で
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が
否
定
し
て
い
た
の
は
、
国
家
一
般
で
は
な
く
、
共
和
的
精
神
を
失
っ
て
私
的
利
益
の

「
続
稿
」
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
使
い
始
め
た
言
葉
で
い
え
ば
、
「
客
体
的
な
」
「
悟
性
的
な
」
国
家
に

す
ぎ
な
い
。
逆
に
共
和
的
精
神
に
成
立
す
る
「
主
体
的
な
」
「
理
性
的
な
」
国
家
、
な
い
し
「
祖
国
」
が
あ
っ
て
始
め
て
、
自
己
意
識
的
理

人
々
」
は
、
た
と
え
ば
カ
ン
ト
の

『
キ
リ

ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
張
す
る
「
有
徳
の
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侶
制
の

神
と
い
う
よ
り
高
次
の
理
念
の

た
い
と
い
う
。
カ
ン
ト
の

性
の
一
元
論
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
興
隆
が
悪
し
き
政
治
の
「
反
映
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
有
徳
の
人
々
」
の
成
立
は

よ
き
国
家
の

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
精
神
的
要
求
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
書
い
た
と

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
で
あ
る
と
す
る
の
が
最
も
自
然
で

ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
そ
の
他
、
第
一
段
に
出

「
反
映
」
で
あ
る
。
自
由
な
自
己
意
識
は
そ
れ
を
育
て
る
自
由
な
祖
国
に
お
い
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
。
前
者
、
主
体
的
な

エ
ー
ト
ス
を
予
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
実
が
「
悪
い
政
治
」
に
よ
っ
て
堕
落
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
限
り
、
共
和
的
精
神
を
失
っ
た
国
家
は

従
っ
て
、
『
体
系
計
画
』
の
作
者
は
国
家
、
憲
法
、
統
治
府
、
立
法
と
い
っ
た
凡
ゆ
る
歴
史
上
の
諸
原
理
を
吟
味
し
、
そ
れ
を
丸
裸
に
し

「
永
遠
平
和
の
理
念
」
す
ら
充
分
で
は
な
く
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

よ
り
高
次
の
、
明
白
な
指
摘
は
な
い
が
、

「
従
属
的
理
念
」
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
『
体
系
計
画
』
の
作
者
は
凡
ゆ
る
迷
信
や
「
理
性
を
装
ふ
」
僧

「
迫
害
」
を
「
理
性
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
」
否
定
す
る
と
い
う
。
そ
の
と
き
始
め
て
「
絶
対
自
由
」
が
成
立
す
る
と
い
う
。
『
体
系

計
画
』
の
作
者
は
、
「
神
と
不
死
を
自
己
の
外
に
求
め
る
必
要
の
な
い
」
、
「
叡
智
的
世
界
を
自
ら
に
擁
う
」
「
精
神
の
絶
対
的
自
由
」
と
い
う

文
言
で
第
一
段
を
終
え
る
の
で
あ
る
。

論
者
の
見
解
で
は
、
こ
の
第
一
段
は
完
全
に
ヘ
ー
ゲ
ル
固
有
の
思
想
で
あ
る
。
「
自
由
な
自
己
意
識
的
存
在
者
」
と
「
絶
対
的
自
由
」
の

両
概
念
の
共
存
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
は
求
め
難
く
、

て
く
る
思
想
の
多
く
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
で
あ
る
。
『
体
系
計
画
』
の
作
者
、
少
く
と
も
第
一
段
の
作
者
は
ヘ
ー
ゲ
ル
で
あ
る
。

『
体
系
計
画
』
第
二
段
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
美
的
観
念
論
の
主
張
で
あ
り
、

あ
る
。
筆
蹟
は
ヘ
ー
ゲ
ル
で
あ
る
か
ら
、

カ
ッ
シ
ラ
ー
の
表
現
を
借
り
る
と
、

る
も
の
は
、
後
者
即
ち
実
体
的
な
る
も
の
、

お
そ
ら
く
共
和
的
精

「
越
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
」
、
「
終
焉
」
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同
時
に
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
影
響
の
下
で
な
ら
、

と
す
る
思
想
に
ま
で
、

し
か
し
な
が
ら
、
『
体
系
計
画
』
第
二
段
の

思
想
は
決
し
て
無
縁
と
は
い
い
難
い
。

「
凡
ゆ
る
理
念
を
合
一
す
る
」
、
「
プ
ラ
ト
ン
的
意
味
」
で
の
理
念
が

ヘ
ー
ゲ
ル
は
九
七
年
一
月
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
移
り
、
そ
こ
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
よ
り
親
密
な
交

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
美
的
観
念
論
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
既
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ベ
ル
ン

『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
に
お
い
て
、
「
感
覚
に
永
遠
を
近
づ
く
る
は
想
像
力
に
し
て
、
永
遠
は
形
と
結
ば
る
」
と
謳
い
‘

の
美
的
観
念
論
を
受
け
入
れ
る
に
充
分
な
用
意
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
移
っ
た
後
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
『
キ
リ
ス

（
眼
）

ト
教
の
精
神
と
そ
の
運
命
』
（
一
七
九
八
ー
九
九
）
を
書
き
始
め
る
が
、
そ
の
中
で
ユ
ダ
ヤ
の
民
が
「
愛
の
直
観
と
美
の
享
受
」
を
も
た
ず
、

神
像
の
意
義
を
知
り
え
な
か
っ
た
と
、
美
と
の
関
係
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
的
エ
ー
ト
ス
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。
「
真
理
は
美
で
あ
り
、
知

ニ
芭

性
で
表
象
さ
れ
た
真
理
の
消
極
的
性
格
が
自
由
で
あ
る
」
と
ま
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
い
う
。
第
一
段
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
自
由
よ
り
、
美
が
第

ぶ殴）

一
の
真
理
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
美
は
「
神
的
な
も
の
」
で
あ
り
、
「
宗
教
的
行
為
に
美
の
精
神
を
欠
く
な
ら
ば
、
そ

（

囮

）

（

110
）

れ
は
最
も
空
虚
で
あ
る
」
。
イ
エ
ス
の
「
神
の
国
に
は
美
と
自
由
そ
の
も
の
か
ら
生
ず
る
関
係
以
外
の
も
の
は
あ
り
え
な
か
っ
た
」
と
ヘ
ー

ゲ
ル
は
美
と
自
由
の
理
念
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が
達
し
え
た
か
否
か
、
論
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
ま
し
て
「
精
神
哲
学
」
が
「
美
的
哲
学
」
に
至
り
、

「
詩
芸
術
」
の
み
が
「
凡
ゆ
る
学
や
芸
術
を
越
え
て
生
き
残
る
」
「
人
類
の
教
師
」
で
あ
る
と
ま
で
当
時
の
ヘ
ー
ゲ
ル
が
考
え
て
い
た
か
否
か
、

論
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
限
り
、
こ
の
第
二
段
の
思
想
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
が
よ
り
優
先
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
け
れ
ど
も

に
「
真
理
は
美
で
あ
り
、
知
性
で
表
象
さ
れ
た
真
理
の
消
極
的
性
格
が
自
由
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
第
二
段
の
作
者
が
ヘ

時
代
の

友
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

で
も
い
い
え
よ
う
。
既
述
の
ご
と
く
、

「
美
の
理
念
」
で
あ
る

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
、
『
体
系
計
画
』
の
第
二
段
の

ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
も
充
分
に
共
感
で
き
る
思
想
で
あ
っ
た
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
特

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
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へ
の
思
想
展
開
の
不
可
欠
な
一
段
階
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
ベ
ル
ン
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

『
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
と
そ
の
運
命
』
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
求
め
た
も
の
は
、
既
に
第
一
段
で
ふ
れ
た
ご
と
く
、
自
律
的
自
由
と
自
律
的
自
然

の
相
呼
応
、
相
調
和
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
、
両
者
を
越
え
た
よ
り
根
源
的
な
原
理
を
求
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
体
系
計
画
』
も
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
、
即
ち
プ
ラ
ト
ン
的
意
味
で
の
根
源
的
理
念
を
求
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
『
体
系
計
画
』
は
ま
さ
に
計
画
で

あ
っ
て
そ
れ
に
成
功
し
た
と
は
い
い
難
い
と
思
わ
れ
る
。
次
稿
で
論
ず
る
が
、
『
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
と
そ
の
運
命
』
は
、
こ
の
根
源
的
理

(lll)

（

112)

（

113) 

念
を
「
生
命
」
と
し
て
把
握
し
、
生
命
の
分
離
、
た
と
え
ば
自
由
と
自
然
の
分
裂
を
「
運
命
」
と
し
、
そ
の
運
命
を
「
愛
に
よ
る
和
解
」

に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
『
体
系
計
画
』
の
主
張
す
る
「
美
の
理
念
」
は
ま
さ
に
「
生
」
の
理
念
に
至
る
前
段
階
で
あ
っ
た
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
影
響
の
下
に
、
「
生
の
理
念
」
の
前
に
こ
の
「
美
の
理
念
」
に
ひ
と
と
き
立
ち
止
ま
っ
た
と

考
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
と
そ
の
運
命
』
の
あ
る
箇
所
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
美
の
中
に
両
極
の
中
心
d
i
e

(m) 

M
i
t
t
e
)
」
が
あ
る
と
い
う
。
自
由
と
自
然
の
、
理
性
と
感
性
の
綜
合
を
美
に
求
め
る
こ
と
は
、
カ
ン
ト
の
『
判
断
力
批
判
』
や
シ
ラ
ー
の
『
人

(115) 

間
の
美
的
教
育
論
』
以
来
の
伝
統
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
自
律
的
自
由
と
自
律
的
自
然
の
媒
介
と
し
て
美
の
理
念
を
立
て
た

よ、
_
—
_
、
.

こ
と

カ
ン
ト
や
シ
ラ
ー
に
親
ん
で
い
た
当
時
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
極
め
て
自
然
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
、
こ
の
媒
介
は
よ

り
根
源
的
な
「
生
」
の
理
念
に
発
展
す
る
。
即
ち
『
体
系
計
画
』
第
二
段
の
美
の
理
念
は
、

論
者
は
ペ
ゲ
ラ
ー
と
同
様
、
『
体
系
計
画
』
の
第
二
段
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
影
響
の
下
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
思
想
で
あ
る
と
解
し
た
い
。

こ
こ
で
も
、

ヘ
ー
ゲ
ル
を
単
な
る
筆
写
役
に
す
ぎ
ぬ
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
第
二
段
を
シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
想

（
郎
）

と
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
も
ま
た
『
書
簡
』
の
あ
る
箇
所
で
知
的
直
観
の
「
模
倣
」
と
し
て
の
「
完
成
せ
る
美
学
」

ー
ゲ
ル
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
も
許
す
で
あ
ろ
う
。
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「
客
体
的
悟
性
」

に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
シ
ェ
リ
ン
グ
が
、
『
体
系
計
画
』
第
二
段
に
み
ら
れ
る
最
高
の
理
念
と
し
て
美
を
考
え
る
の
は
、
『
先
験
的

観
念
論
の
体
系
』
（
一
八

O
O
)
に
お
け
る
哲
学
の
オ
ル
ガ
ン
と
し
て
の
美
的
直
観
の
思
想
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
『
書
簡
』
に
み
ら
れ
る

「
完
成
し
た
美
学
」
の
文
言
以
外
に
は
、
『
体
系
計
画
』
の
第
二
段
と
直
接
関
係
す
る
美
に
つ
い
て
の
思
想
は
こ
の
当
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
は

見
あ
た
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
作
者
を
ヘ
ー
ゲ
ル
と
す
る
方
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
考
え
る
よ
り
も
自
然
で
あ
る
。

第
三
段
は
、
「
感
性
的
宗
教
」
を
求
め
、
そ
れ
は
「
理
性
の
神
話
」
と
い
う
新
し
い
理
念
を
通
し
て
、
「
人
類
の
最
后
に
し
て
最
大
の
作

品
」
た
り
う
る
よ
う
な
「
新
し
い
宗
教
」
を
創
設
す
る
と
い
う
規
模
雄
大
な
構
想
を
述
べ
る
。
若
者
の
高
揚
し
た
熱
情
の
み
が
語
り
う
る

ロ
マ
ン
に
満
ち
た
抱
負
で
あ
る
。
「
新
し
い
宗
教
」
と
は
、
消
極
的
に
は
既
存
の
一
切
の
宗
教
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
批
判
を
含
む
。
従
っ

て
『
キ
リ
ス
ト
教
の
既
定
性
』
の
作
者
、
即
ち
ヘ
ー
ゲ
ル
が
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
続
い
て
、
積
極
的
に
人
類
の
「
永
遠
の
統
一
」
、
人
類
と

個
々
人
の
「
凡
ゆ
る
力
」
の

ー
ゲ
ル
で
あ
る
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
平
等
な
形
成
」
を
求
め
て
「
新
し
い
宗
教
」
を
構
想
し
始
め
た
と
考
え
て
も
、
即
ち
第
三
段
の
作
者
が
ヘ

ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
キ
リ
ス
ト
教
の
既
定
性
』
の
「
基
本
稿
」
、
さ
ら
に
そ
の
結
び
の
部
分
と
「
続
稿
」
に
お
い
て
、
「
基
本
稿
」
の
消
極
的
な

キ
リ
ス
ト
教
批
判
を
越
え
て
、
積
極
的
に
「
新
し
い
宗
教
」
の
基
礎
と
し
て
役
立
ち
う
る
よ
う
な
諸
概
念
の
検
討
を
既
に
始
め
て
い
た
と

論
者
は
考
え
る
。
そ
の
中
、
最
も
重
大
な
も
の
は
、
「
続
稿
」
に
お
い
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
主
張
し
て
い
た
各
民
族
が
固
有
に
も
つ
「
伝
承
」
、

（芭

(120)

「
神
話
」
と
い
う
各
民
族
の
「
想
像
力
」
と
、
「
基
本
稿
」
に
お
い
て
「
宗
教
的
セ
ク
ト
」
を
否
定
し
た
上
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
積
極
的
に
肯
定
し

(121)

（

122) 

た
「
哲
学
的
セ
ク
ト
」
に
宿
る
「
愛
と
寛
容
」
の
精
神
、
さ
ら
に
「
基
本
稿
」
の
結
び
に
お
い
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
主
張
し
た

(123) 

に
代
る
「
主
体
的
理
性
」
の
概
念
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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て
極
め
て
自
然
な
発
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

族
固
有
の
神
話
に
代
っ
て
、

既
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ベ
ル
ン
初
期
か
ら
‘

「
新
し
い
神
話
」
の
理
念
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ

ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
考
え
に
は
、
崩
壊
し
た
民

「
自
分
の
想
像
の
中
に
ギ
リ
シ
ア
神
話
を

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
育
っ
た
ポ
リ
ス
的
エ
ー
ト
ス
と
イ
エ
ス
が
育
っ
た
ユ
ダ
ヤ
的
エ
ー
ト
ス
の
差
異

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ギ
リ
シ
ア
人
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
限
ら
ず
、
ド
イ
ツ
民
族
を
始
め

と
し
て
色
々
の
民
族
の
エ
ー
ト
ス
に
視
点
を
拡
大
す
る
。
「
ど
ん
な
民
族
に
も
そ
の
民
族
独
自
の
想
像
力
の
対
象
が
あ
り
、
そ
の
民
族
な
り

(121) 

の
神
々
、
天
使
、
悪
魔
、
聖
者
が
い
て
、
そ
の
民
族
の
伝
承
の
中
に
生
き
て
い
る
」
。
即
ち
凡
ゆ
る
民
族
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
話
を
も
ち
、
そ

(125) 

れ
は
そ
の
民
族
の
生
き
る
「
家
と
土
地
」
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
族
も
ま
た
「
聖
な
る
森
」
、
「
聖
地
」
を
も
っ

て
い
た
。
し
か
し
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
各
民
族
の
も
つ
神
話
は
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
一
掃
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
キ
リ
ス
ト
教

は
聖
地
を
荒
廃
さ
せ
、
聖
な
る
森
を
伐
り
倒
し
、
民
族
的
想
像
を
恥
ず
べ
き
迷
信
、
悪
魔
の
贈
物
と
し
、
そ
の
代
り
に
そ
の
風
土
も
立
法
(126) 

も
文
化
も
関
心
も
我
々
（
ド
イ
ツ
人
）
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
民
族
、
そ
の
歴
史
も
我
々
と
凡
そ
無
縁
な
民
族
の
想
像
を
お
し
つ
け
た
3

と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
嘆
く
。
各
民
族
は
、
特
に
自
由
な
民
族
は
独
自
の
神
話
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

ト
教
は
、
そ
の
神
話
を
崩
壊
さ
せ
、
各
民
族
に
無
縁
な
教
説
を
掟
と
し
て
課
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
の
ド

（
即
）

イ
ツ
民
族
に
も
「
自
己
の
悟
性
と
自
分
の
経
験
上
の
法
則
が
普
遍
的
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
」
、
「
啓
蒙
」
を
求
め
る
人
々
が
増
え
て
い

る
と
い
う
。
こ
の
啓
蒙
を
求
め
る
人
々
は
、
ま
ず
第
一
に
カ
ン
ト
が
示
し
た
純
粋
な
道
徳
性
に
立
つ
主
体
的
人
間
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
「
有

徳
の
人
々
」
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
啓
蒙
さ
れ
た
人
々
が

(129)

（

130) 

吸
収
」
し
、
ギ
リ
シ
ア
的
エ
ー
ト
ス
ヘ
の
「
す
ぐ
れ
た
感
覚
」
を
も
つ
こ
と
を
要
求
し
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
の
理
想
的
エ
ー
ト
ス
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
的
エ
ー
ト
ス
に
よ
っ
て
「
新
し
い
神
話
」
を
求

め
る
と
い
う
思
想
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
『
体
系
計
画
』
第
三
段
の

の
重
大
さ
を
繰
り
返
し
注
意
し
て
い
た
。
「
続
稿
」
に
お
い
て
、

ユ
ダ
ヤ
的
エ
ー
ト
ス
に
育
っ
た
キ
リ
ス
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さ
ら
に
我
々
が
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、

し
て
い
た
既
定
的
な
キ
リ
ス
ト
教
的
セ
ク
ト
に
対
立
す
る
愛
と
寛
容
の
精
神
に
満
ち
た

ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
「
宗
教
的
セ
ク
ト
」
と
は
「
民
衆
の
想
像
力
に
基
づ
い
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
も
の
を
も
道
徳
性
に
と
っ
て
非
本
質
的
と
考

-131) 

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
直
接
に
罪
悪
的
な
も
の
と
み
な
し
て
こ
れ
を
咎
め
る
」
偏
狭
な
セ
ク
ト
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
哲
学
的
セ
ク
ト
」

は
「
人
倫
性
に
対
す
る
違
反
を
排
撃
し
非
難
は
す
る
が
、
人
倫
性
の
理
論
的
基
礎
づ
け
の
上
で
の
誤
謬
を
咎
め
だ
て
た
り
せ
ず
、
ま
た
想

(132) 

像
力
に
よ
る
民
衆
の
俗
信
を
思
索
的
人
間
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
罪
悪
と
は
み
な
さ
な
い
」
よ
う
な
寛
容
な
セ

ク
ト
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
有
徳
の
人
と
し
て
哲
学
的
セ
ク
ト
に
属
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

ト
教
と
い
う
独
自
の
セ
ク
ト
の
創
始
者
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
あ
る
既
定
性
、
特
殊
性
に
対
立
し
う
る
も
の
は
、
ま
た
別
の
新
し

い
既
定
性
、
特
殊
性
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
求
め
る
新
し
い
エ
ー
ト
ス
は
、

ク
ト
」
の
エ
ー
ト
ス
を
越
え
た
「
哲
学
的
セ
ク
ト
」
が
育
く
む
愛
と
寛
容
、
人
類
愛
の
エ
ー
ト
ス
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
既
存
の
宗
教
か

(133) 

ら
で
は
な
く
、
新
し
い
宗
教
、
そ
れ
も
自
律
的
道
徳
的
理
性
を
主
体
と
し
、
「
庶
民
的
」
な
優
し
さ
と
健
康
な
想
像
力
か
ら
発
す
る
宗
教
で

『
体
系
計
画
』
の
作
者
の
い
う
「
啓
蒙
さ
れ
た
人
々
も
啓
蒙
さ
れ
て
い
な
い
人
々
」

「
永
遠
の
統
一
」
と
「
凡
ゆ
る
個
人
の
力
の
平
等
な
形
成
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
宗
教
で
あ
ろ
う
。
『
体
系
計
画
』

の
作
者
は
人
類
に
「
諸
精
神
の
普
遍
的
な
自
由
と
平
等
が
支
配
す
る
こ
と
」
を
強
く
希
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

定
的
な
「
宗
教
的
セ
ク
ト
」
を
排
し
て
主
張
し
た
「
哲
学
的
セ
ク
ト
」
の
人
類
愛
の
精
神
の
み
が
こ
の
よ
う
な
「
新
し
い
宗
教
」
の
創
設

ベ
ル
ン
時
代
ヘ
ー
ゲ
ル
が
積
極
的
に
求
め
て
い
た
主
体
的
理
性
と
は
、

に
途
を
拓
く
で
あ
ろ
う
。

も
友
情
を
結
び
、
人
類
の

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
宗
教
の
み
が

一
言
で
い
え
ば
、
自
律
的
理
性
と
健
康
な
想
像
力
、

ゞ

ヘ
ー
ゲ
ル
カ

さ
ら
に
愛

ヘ
ー
ゲ
ル
が
一
切
の
既

ユ
ダ
ヤ
的
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
宗
教
的
セ

ユ
ダ
ヤ
的
エ
ー
ト
ス
の
前
に
挫
折
し
、
キ
リ
ス

「
哲
学
的
セ
ク
ト
」
の
エ
ー
ト
ス
で
あ
る
。

ヘ
ー

『
キ
リ
ス
ト
教
の
既
定
性
』
の
「
基
本
稿
」
に
お
い
て
強
調
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と
同
時
に
、
そ
の
具
体
的
内
容
が
思
索
さ
れ
始
め
る
の
で
あ
る
。

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

「
新
し
い
宗
教
」
と
い
う
思
想
は
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
移
っ
て
「
生
」
と
「
愛
」
の
思
想
が
表
面
化
す
る

ら
な
か
っ
た
。

い
ま
ベ
ル
ン
期
の
最
后
に
お
い
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
ベ
ル
ン
期
の
思

と
寛
容
の
精
神
を
包
括
す
る
理
性
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
そ
の
想
像
力
と
は
ド
イ
ツ
民
族
固
有
の
エ
ー
ト
ス
が
崩
壊
し
て
い
る
以
上
、
ギ

リ
シ
ア
ポ
リ
ス
に
育
く
ま
れ
た
人
類
全
体
に
通
用
し
う
る
想
像
力
、
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ア
的
な
自
律
的
感
性
の
想
像
力
で
あ
る
。
し
か
も

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ギ
リ
シ
ア
人
の
惑
性
に
愛
と
寛
容
の
精
神
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
従
っ
て
、
端
的
に
い
え
ば
、
主
体
的
理
性
と

は
自
律
的
理
性
と
自
律
的
感
性
に
成
立
す
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、

ベ
ル
ン
期
ヘ
ー
ゲ
ル
が
こ
の
よ
う
な
理
性
を
明
白
な
自
覚

を
以
っ
て
提
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
論
者
が
ベ
ル
ン
期
ヘ
ー
ゲ
ル
が
否
定
し
た
凡
ゆ
る
既
定
的
な
も
の
、

の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
性
と
し
て
摘
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
既
定
的
な
も
の
の
消
極
的
批
判
は
、
主
体
的
な
も
の
の
積
極
的
肯
定
へ
と

展
開
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
既
定
宗
教
の
批
判
は
、
主
体
的
な
「
新
し
い
宗
教
」
の
定
礎
へ
と
発
展
し
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
『
体
系
計
画
』
第
三
段
の
「
感
性
的
宗
教
」
、
「
理
性
の
神
話
」
、
「
新
し
い
宗
教
」
の
思
想
は
、

想
系
列
を
通
し
て
の
み
可
能
な
発
想
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
『
民
族
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
』
に
お
い
て
、
既
に
キ
リ
ス
ト
教
が
民
族
宗
教
た
り
う
る
か
否
か
を

吟
味
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
は
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
て
、
む
し
ろ
ギ
リ
シ
ア
人
の
宗
教
に
そ
の
モ
デ
ル
を
見
出
し
、
民
族
宗
教
と
は
公
共

的
宗
教
で
あ
り
つ
つ
、
同
時
に
「
心
胸
」
に
発
す
る
主
体
的
宗
教
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
民
族
宗

教
と
は
、
理
性
的
で
あ
っ
て
惑
性
的
で
あ
り
、
人
間
性
、
智
恵
、
愛
と
い
っ
た
諸
契
機
を
尊
重
す
る
想
像
力
豊
か
な
宗
教
で
な
け
れ
ば
な

ヘ
ー
ゲ
ル
に
そ
の
宗
教
的
信
条
の
初
心
と
も
い
う
べ
き
宗
教
の
理
想
像
が
甦
っ
て
い

教
、
客
体
的
掟
、
客
体
的
な
神
、
客
体
的
悟
性
等
に
対
立
さ
せ
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が
肯
定
し
て
い
た
凡
ゆ
る
主
体
的
な
も
の
を
、
こ
の
当
時

ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
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③

結

論

し
か
し
次
稿
以
下
で
論
ず
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
イ
エ
ス
の
十
字
架
に
お
け
る
死
に
つ
い
て
の
ヘ
ー
ゲ
ル
独
自
の
解
釈
に
基
づ
く
三
位

一
体
論
と
な
っ
て
結
実
す
る
。
こ
の
三
位
一
体
論
は
、
イ
エ
ナ
期
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
人
倫
の
体
系
、
続
稿
』

(138)

（

139) 

ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
美
し
い
神
話
の
理
想
」
を
語
り
、
「
新
し
い
宗
教
」
を
語
り
、
こ
の
三
位
一
体
論
を
語

る
の
で
あ
る
。
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
は
哲
学
の
媒
介
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
第
三
の
宗
教
が
形
成
さ
れ
う
る
と
信
じ
て

い
た
」
と
こ
の
箇
所
を
注
釈
し
て
い
る
。
『
体
系
計
画
』
の
作
者
の
主
張
す
る
「
新
し
い
宗
教
」
の
理
念
は
、
そ
の
作
者
を
ヘ
ー
ゲ
ル
と
考

え
る
と
き
、
始
め
て
一
貫
し
て
そ
れ
を
求
め
続
け
た
思
索
家
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
出
発
点
と
終
局
点
が

に
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
「
新
し
い
宗
教
」
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
一
貫
性
を
シ
ェ
リ
ン
グ
に
求
め
る
こ
と
は
困

難
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
こ
と
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
も
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

ヘ
ー
ゲ
ン
を
『
体
系
計
画
』
の
作
者
と
考
え
る
説
は
、

そ
れ
だ
け
に
シ
ェ
リ
ン
グ
説
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
説
に
比
し
、
ま
だ
充
分
な
論
証
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
云
い
難
い
。
論
者
が
こ
こ
で
示

と
名
づ
け
ら
れ
た
断
片
に
お
い
て
、

く
。
そ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
宗
教
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
、

「
神
話
」

ヘ
ー
ゲ
ル
は
今
日
『
道
徳
性
、
愛
、
宗
教
』
(
-
七
九
七
年
夏
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
断
片
（
第
八
番
）
を
書

-lli) 

―
つ
の
宗
教
を
創
る
こ
と
」
と
宣
言
し
た
上
で
、
新
し
い
宗
教
の
具
体
像
を
模
索
し
始
め
る
の
で
あ

る
。
「
宗
教
と
は
神
性
の
自
由
な
崇
敬
で
あ
る
」
が
、
単
な
る
道
徳
性
は
「
客
体
を
否
定
す
る
」
に
す
ぎ
ず
、
「
愛
の
み
が
客
体
と
合
一
し
」
、

(136) 

「
構
想
力
が
愛
を
存
在
者
た
ら
し
め
た
も
の
が
神
性
で
あ
り
」
、
神
性
と
は
、
「
主
体
と
客
体
、
自
由
と
自
然
、
現
実
と
可
能
の
合
一
」
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
新
し
い
神
観
、
新
し
い
宗
教
観
は
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
期
を
通
じ
て
様
々
な
変
様
と
修
正
を
受
け
る
。

ペ
ゲ
ラ
ー
(
-
九
六
九
年
）
以
降
最
近
に
な
っ
て
主
張
さ
れ
始
め
た
説
で
あ
る
。
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注 者
に
は
で
き
な
い
。

し
た
解
釈
も
新
し
い
説
や
新
し
い
考
証
に
立
っ
て
論
じ
え
た
も
の
で
は
な
い
。
従
来
の
常
識
的
な
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
に
従
い
つ
つ
、
そ
れ
と

『
体
系
計
画
』
の
関
連
を
い
く
ら
か
立
入
っ
て
考
え
て
み
た
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
論
者
の
立
場
は

し
て
は
説
得
力
を
も
た
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
。
に
も
拘
ら
ず
、
論
者
の
立
場
に
い
く
ら
か
意
義
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
自
己
意
識
と
絶
対
的
自
由

と
い
う
概
念
の
重
要
性
を
強
調
し
た
点
に
あ
る
と
信
ず
る
。
こ
の
点
、

『
体
系
計
画
』

リ
ン
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
与
え
た
影
響
の
重
大
さ
を
考
え
る
と
き
、
共
作
説
を
評
価
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
『
体
系
計
画
』

が
第
一
段
の

ペ
ゲ
ラ
ー
説
は
不
充
分
で
あ
る
。

の
作
者
に
関
し
て
、
「
共
作
説
」
を
と
る
立
場
を
も
一
概
に
は
無
視
し
え
な
か
っ
た
。
特
に
第
二
段
の
ヘ
ル
ダ
ー

「
自
己
意
識
的
な
」
「
絶
対
的
自
由
存
在
者
」
の
理
念
の
自
然
学
、
歴
史
学
、
芸
術
、
宗
教
と
い
っ
た
凡
ゆ
る
領
域
へ
の
展
開

で
あ
る
と
見
な
す
と
き
、
そ
の
作
者
は
ヘ
ー
ゲ
ル
以
外
に
は
考
え
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
共
作
説
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
単
独
説
の
方
が
よ
り

整
合
的
で
あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
資
料
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
説
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
説
を
と
る
こ
と
は
論

本
稿
は
『
若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
媒
介
の
思
想
』
曰
、
口
、
口
、
四
（
「
哲
学
論
叢
」
第
一
号
、
大
阪
大
学
文
学
部
哲
学
哲
学
史
第
二
講
座
発

行
昭
和
五
二
年
、
「
哲
学
論
叢
」
第
三
号
昭
和
五
三
年
、
「
哲
学
論
叢
」
第
六
号
昭
和
五
五
年
、
「
哲
学
論
叢
」
第
八
号
昭
和
五
六
年
）
に
続
く
第
五
稿

で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
前
四
篇
を
引
用
す
る
場
合
、
前
稿
曰
、
前
稿
口
の
ご
と
く
引
用
す
る
。
猶
、
本
論
文
の
全
体
は
次
の
ご
と
き
構
成
に
な

っ
て
い
る
。

論
者
は

カ
ン
ト
と
の
関
係

A
、
カ
ン
ト
哲
学
の
回
顧
（
前
稿
日
）

『
体
系
計
画
』
の
作
者
の
考
証
に
関
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B
、
カ
ン
ト
哲
学
へ
の
傾
倒
と
批
判

一
、
ヘ
ー
ゲ
ル
独
自
の
資
質
（
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
）
（
前
稿
口
）

二
、
ベ
ル
ン
期
の
イ
エ
ス
像
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
カ
ン
ト
主
義
）
（
前
稿
曰
、
同
）

三
、
『
最
古
の
体
系
計
画
』
に
つ
い
て
（
本
稿
）

四
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
カ
ン
ト
批
判
）
（
次
稿
）

五
、
若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
（
続
稿
）

第
一
章

(
l
)
 F
r
a
n
z
 R
o
s
e
n
z
w
e
i
g
,
 D
a
s
 a
l
t
e
s
t
e
 
S
y
s
t
e
m
p
r
o
g
r
a
m
m
 d
e
s
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 l
d
e
a
l
i
s
m
u
s
,
 
S
i
t
z
u
n
g
s
b
e
r
i
c
h
t
e
 d
e
r
 H
e
i
d
e
l
b
e
r
g
e
r
 A
k
a
'
 

d
e
m
i
e
 d
e
r
 W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
,
 H
e
i
d
e
l
b
e
r
g
,
 
1
9
1
7
.
 
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
が
こ
の
原
稿
を
公
表
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、
一
九
一
三
年
三
月

ベ
ル
リ
ン
の
古
書
籍
商
リ
ー
プ
マ
ン
ス
ゾ
ー
ン
の
競
売
に
お
い
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
王
立
図
書
館
が
入
手
し
た
原
稿
を
一
九
一
七
年
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
解
説
を
付
し
て
公
表
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
原
稿
全
文
と
い
っ
て
も
表
三
六
行
、
裏
三
二
行
、
計
六
八
行
の
短

文
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年
の
第
二
次
大
戦
の
末
期
以
降
に
原
文
そ
の
も
の
は
行
方
不
明
と
な
り
、
今
日
で
は
写
真
に
よ
る
コ
ピ
ー
が

残
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
筆
蹟
の
鑑
定
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
が
筆
者
で
あ
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ワ
イ
ク
が
そ
の
思
想
内

容
か
ら
シ
ェ
リ
ン
グ
を
真
の
作
者
と
断
定
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
真
の
作
者
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
議
論
が
絶
え
な
い
。
今
日
、
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
の
全
集

(
H
o
l
d
e
r
l
i
n
,
W
e
r
k
e
 u
n
d
 B
r
i
e
f
e
,
 h
r
s
g
.
 v
o
n
 F
.
 B
e
i
B
n
e
r
,
 l
n
s
e
l
 
V
e
r
l
a
g
,
 
B
d
.
 II, 
S
6
4
7
f
.
)

や
シ
ェ
リ
ン
グ
の
書
簡
集

(
S
c
h
e
l
l
i
n
g
,
 
B
r
i
e
f
e
,
 h
r
s
g
.
 v
o
n
 H
.
 F
u
h
r
m
a
n
s
,
 B
d
.
 I
,
 

S
.
 69f.)
、
ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ド
ク
メ
ン
テ

(
J
.

H
o
f
f
m
e
i
s
t
e
r
,
 D
o
k
u
m
e
n
t
e
 
z
u
 

H
e
g
e
l
s
 E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
,
 
S
.
 2
1
9
f
.
)

に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
断
片
が
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
観
念
論
の
全
体
像
を
短
い

文
章
で
概
観
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
し
か
も
作
者
の
問
題
が
今
日
な
お
結
着
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い

て
、
こ
の
論
争
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
た
の
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
説
を
と
る
茅
野
良
男
氏
一
人
で
あ
る
。
論
者
は
茅
野
論
文
か
ら
多
く
の
教
示
と

示
唆
を
頂
い
た
。
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。
そ
の
他
、
多
く
の
先
輩
が
こ
の
断
片
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、
（
速
水
敬
二
、
手
塚
富
雄
、
中
埜
肇
、

河
野
真
、
加
藤
尚
武
、
神
林
恒
道
の
諸
氏
）
邦
訳
も
数
種
あ
る
。

(
2
)
 H
.
 N
o
h
!
,
 H
e
g
e
l
s
 
t
h
e
o
l
o
g
i
s
c
h
e
 J
u
g
e
n
d
s
c
h
r
i
(
t
e
n
,
 
T
u
b
i
n
g
e
n
,
 1
9
0
7
.
 
(
以
下
こ
の
書
を
N
o
h
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